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木材貿易と地球環境問題
一森林条約へ向けた議論の深化のために

イ

ふじわらたかし

藤原敬＊
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まえがき 先般ブラジルで開催された国連環境開発会議(UNCED)では，森林を巡る議論が他

のテーマが決着をした後まで熱心に続けられた。準備会合から続いた森林条約の可否

についての対立が，最後まで関係国の合意の障害となったからである。準備会合を通

して，欧米先進国の多くは，森林は国際社会の共通の関心事であり，国際的な規制下

に置くため法的強制力を持った森林条約を策定すべしと主張したのに対し，途上国は

自国の森林を開発する権利を制限するものとして反対し対立した。結局，森林につい

ての合意文書は「法的拘束力のない権威ある原則声明」という形に落ち着いたが，森

林条約問題はUNCEDのフォローアップの過程で検討するように先送りされることと

なった。わが国は，準備会合の初期の段階でいち早く法的拘束力のない「森林憲章」

を提唱し,一貫して合意形成に努めてきた｡UNCEDまでの方針としては,適切な対応

であったといえる。

しかしながら,UNCEDが終わった現段階で，今までの,｢UNCEDを控えた時間的

制約の下で最大限の合意づくりに努力する」との立場にとどまっているわけにはいか

ない。ポストUNCEDの戦略の一環として森林条約にどう対処するかを検討すべき時

期にきている。本稿では，特に，環境コストをペイできる木材価格を国際的に（もち

ろん国内的にも）実現するため新たな貿易の秩序づくりをする，という観点から，森

林に関する条約の策定にわが国としても積極的に対応する必要があるという立場で問

題提起をしたい。

木材の貿易規
制を巡る｢伝統
的」な議論

わが国の木材需要の7割以上力輸入材により供給されているが，自由放任された無

秩序な木材の輸入が国内林業の経営環境を悪化させている大きな要因であり，木材貿

易に対して農業のように一定の規制措置をとるべきではないか，という議論がなされ

て久しい。また，わが国の熱帯木材輸入が熱帯林破壊の一因となっており，熱帯林を

保全するため輸入規制をすべきである，という議論が活発になっている。

他方，ウルグアイラウンドの中で，わが国の農産物の輸入規制も撤廃の圧力にさら

されており，林産物の関税に対しても撤廃の提案がなされている状況の中で，とうて

い輸入規制などできるはずがないという議論も説得力を持っているように見える。

一見，出口を見いだしえない不毛の議論に見えるが，最近の地球環境保全と貿易問

題の議論の進展を踏まえ，問題の整理をしてみよう。

*林野庁計画課
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戦後，ガットではウルグアイラウンドに至るまで7回の包括的関税引き下げ等の交

渉（ラウンド）が行われ，世界各国の関税の水準を引下げ，ダンピングなど関税以外

の貿易をゆがめる可能性のある措置に関する協定が結ばれた。この結果，「東京ラウン

ド」と呼ばれた7回目のラウンド終了直後の80年代前半の時点で，日・米・EC等先

進国での鉱工業品の関税水準は平均3～5％という低水準を達成している。また,80

年代半ばから始まったウルグアイラウンドでは，ガットの規律を物だけでなく，サー

ビス貿易にも拡張するべく協議ｶﾇなされるとともに，今まで種々例外が認められてき

た農産物貿易の規制を廃止する道筋についても議論されているところである。

このように，一見強力に推進されているように見える，自由無差別のガット体制の

原動力の一つは，米国の戦後一貫した経済政治戦略にある。

まず第一に，戦後圧倒的に競争力の強かった米国が，旧植民地の囲い込みに利益を

求める英仏などヨーロッパの旧宗主国の動きをけん制し，自由無差別の原則が貫かれ

ることに自国の利益を見いだしてきたこと，第二に，米国一国の圧倒的優位構造が崩

れてきた時点においても，東西対立冷戦の中で，自由主義陣営の経済的優位性を維持

するため，自由無差別のルールを擁護しなければならないという，戦後の超大国であ

る米国の政治選択があったこと，これがガット体制の基本的な強さの源泉である。

しかしながら，ガット体制を支えた原動力は，今，重大な試練に立たされている。

自由無差別のガット体制の最初の試練は，60年代から70年代にかけて「よりよく，

より公正な世界経済社会秩序」（71年リマ宣言)を求める途上国の動きであり，これに

対処するため，ガットー般協定に途上国の優遇措置を規定した第4部の追加（66年)，

国連貿易開発会議(UNCTAD)による一般特恵制度の創設(71年),そして，東京ラ

ウンドの成果として，途上国への特例を認めた「授権条項」と「卒業条項」をセット

にした，いわゆるフレームワーク合意の成立（79年）など大がかりな調整が行われ

た。

それに続く，ガット体制の第二の試練が地球環境問題の取扱いである。第一の挑戦

が途上国からであったのに対し，今回の挑戦は，ガット体制の推進力であった先進国，

就中米国から突きつけられているところに注目されたい。発端は水産物の輸入に関す

るトラブルであった。

90年秋,米国は海洋ほ乳類動物保護法の修正に基づきメキシコ産キハダマグロとそ

の缶詰に対し，漁獲の際にイルカを混獲する割合が多いとして輸入禁止措置をとった。

これに対し，メキシコの訴えに基づいて設置されたガットパネル（紛争処理専門家委

員会）は，米国のとった禁輸措置がガット規定に反するとの判断を下した。しかしな

がら，米国は国内世論のためにこの決定を受け入れることができない。一貫してガッ

ト自由貿易体制の守り手であった米国（行政府）が，環境問題がネックになり，確立

された現行のガット紛争処理ルールすら遵守できなくなる重大な事態に追い込まれつ

つある。

米国が抱える「環境と貿易」のもう一つのアキレス腱は，北西部の野生生物保護を

目的とした伐採制限に端を発した木材ひっ迫と，これを理由にした丸太輸出規制問題

である。国際貿易ルールの中で,天然資源の保全を理由に，原材料のみの輸出規制(製

3

貿易自由化と

ガット体制を
支えた原動力

｢環境」でつま
ずいた自由化
の原動力
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ウルグアイラ

ウンドからグ
リーンラウン

ドへ

貿易が環境に
悪影響を与え
る場合

林産物貿易と
環境問題

品は輸出促進しながら./）をすることが可能かどうかが問われている。

米国は新たなルールづくりに懸命の努力を始めた。

環境と貿易の秩序づくりの問題は，第一の試練と違い，直接のスポンサーの異議申

し立てだけに，ガットとしても重要な課題として受け止めざるをえない。また，ブラ

ジルの国連環境開発会議(UNCED)に向けての地球環境問題の高まりの中で，環境団

体から「ガットは環境に冷たい」という指摘もなされている状況もあり，ガットは91

年自ら，「環境と貿易委員会｣を設置し，検討の道筋を明らかにしようとしている。そ

して，6月中旬，ガットのダンケル事務局長は「ウルグアイラウンドの次は環境のル

ールづくりのためのラウンド（グリーンラウンド）をやる」と発言しているのも，こ

との重要性を示している。

ウルグアイラウンドの農業交渉にあたって関税，国内支持，輸出補助金を包括的に

交渉するという大枠づくりの作業は，ラウンドに先立つ4年前から，パリに本部があ

る先進国の共同機関であるOECD(経済協力開発機構）で進められてきた。それと同

様に，来たるべき「グリーンラウンド」の準備（？）がOECDの場で行われている。

昨年から進められているOECD環境と貿易合同委員会の作業である。

その作業ペーパーの中から，重要な論点を拾ってみよう。

①貿易は環境に対して正負の影響を共に与えうる。

②貿易は経済活動や市場の規模を拡大し環境保護に対する資源(人，物，カネ）を

供給可能とすることにより，プラスの影響を与えうる。

③貿易が環境にマイナスの影響を与えるのは,生態系保全のコストの不適切な評価

など市場が失敗する場合や逆に介入が失敗する場合である。

④貿易が間接直接に環境に影響を与えている場合,環境政策としての貿易政策の使

用が要求される。

⑤貿易政策を環境問題に使用する場合の国際的に合意された規則と規範が求めら

れている。

上記ペーパーの中でも林産物貿易問題は具体的な例として多用されているが，上記

の概念を援用し，林産物貿易と環境について検討してみよう。

まず，貿易が環境に悪影響を与える条件としての「市場と介入の失敗」が林産物の

場合どうなっているか。森林の公益機能力淋産物の価格に反映されない，あるいは，

長期にわたる生産コストが価格に転嫁されないなど，林産物の生産流通に関して，環

境保全の観点から市場が十分に機能していない例を挙げることは容易である。この結

果，保全を含む再生産のコストが回収できない低価格で林産物が流通し，持続的な経

営に支障が出る。これが，「市場の失敗｣の例であり，そして，持続可能な森林経営を

達成するに必要な公的「介入」するための人，物，カネが多くの場合不十分である，

というのが「介入の失敗」の例だろう。

では，「市場と介入の失敗」がある場合に起こりうる「貿易が環境に与える悪影響」

とは，林産物貿易の場合何か。再生産コストがカバーできない廉価での貿易が拡大す

林業技術No.6061992.9
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る場合，輸出国の森林の再生産が不可能になり，また，輸入国の林産物の再生産も障

害を受け(環境ダンピング)，ひいては双方の環境保全にマイナスの影響を与えること

となる。これらが，林産物貿易が環境に与える可能性のある悪影響の例と考えられる。

OECDの貿易と環境に関する議論の画期的な点は，①熱帯林にとどまらず温帯林・

寒帯林まで視野を広げ,②輸出国の森林だけでなく輸入国の森林に及ぼす影響まで検

討の対象を広げていることである。今後，この議論がどう収れんするか不明な点が多

いが，わが国としても，わが国の森林・林業の実態を踏まえて積極的に議論に参加す

る必要がある。

環境のための
貿易手段とし
ての森林条約

今後この議論を踏まえ，どのような枠組みをつくっていくべきかを検討する場合，

ガット事務局長のいうグリーンラウンド等，ガットルールについてのさまざまな議論

が予想されるが，わが国に実施機関本部がある国際熱帯木材協定(ITTA)と，さらに

温帯林・寒帯林もカバーするUNCEDで議論された森林条約が受け皿となるだろう。

これらの国際取極（改訂された熱帯木材協定か，新たな森林に関する条約かを問わ

ず）に含まれる貿易関係の条項は，次の3つの要素（表｡1，図･1）を持つ必要がある

だろう。

表･1森林に関する条約のうち貿易に関する条項の3つの要素

加盟国が森林管理経営を持続的に行っていることの保証

･･･……………･………･…･……･………･………･…加盟生産国の約束

持続可能な価格を維持するための仕組み

．…･…･………･………………･…………………･…加盟消費国の約束

実施のための担保

．｡………･……………･…･………･･･…･･･………･紛争処理と制裁措置

A

B

C

r------･B持続可能な価格を維持
するための仕組み

---A森林管理経営を持続的に
行っていることの保証

一一毎－1

★森林管理経営に対する ★生産数量の制限

★再生産に必要な

コストについての

ガイドラインの設定

基準の受け入れ

(持続可能な生産水準の設定)etc

(技術的な基準）－

↓
｜★貿易最低佃路の設定

｜★条約によらない貿易制限，

｜消費ボイコットなどの禁止－

1★貿易曝豐の低減＝

｜★実施状況についての査察制度
L___________________...__.______..@..________

r･------C実施のための担保一一‐

！★加盟国外からの貿易制限

i★紛争処理の手続き

i★違反国に対する相殺関税措置
i－－－－－－－－.__…._..________‐

１
１
１
１
．

一
一ヨ

‐』－≠＝＝.．‐守今一．、－－1

図･13つの要素の相互関係

林業技術No.6061992.9
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｢森林に関する
条約｣に至る道

0

冒頭にも述べたが，森林条約に関しては，途上国は自らの資源に対する主権を制限

するものとして，徹底的に反対の立場をとり，鋭く先進国と対立している。条約に関

するいちばん大きなハードルはこの問題である。しかし，途上国といえども現在の貿

易の現状を是認しているものではない。UNCEDの森林に関する原則声明の中でも指

摘されているように，今の林産物価格では環境コストがペイできていないということ

が途上国にとって重要な問題であり，また，消費国の地方自治体の熱帯木材ボイコッ

ト運動も頭の痛い問題である。このため，条約の要素として，①再生産を可能とする

価格以下での取引を規制すること，②消費国の地方自治体の熱帯木材ボイコットを条

約上の義務として禁止すること，などをパッケージとし，十分な時間をかけて，途上

国のコンセンサスを得るべく努力を傾注する必要がある。

さらに，環境コストを消費者に転嫁することに対する抵抗がクリアされなければな

らない。これは，米国の強力な反トラスト法など，各国が持つr消費者保護，公正取

引」の法制度との調整という面と，代替材との市場での競合という二つの面で，消費

国内での課題となるだろう。このため，環境コストを客観的に把握する技術的手法の

開発など，困難な課題の克服が必要となっている。また，建材の代替石油製品の価格

動向（環境税の賦課等）も見きわめねばならないだろう。しかし，最近米マツの丸太

価格が史上最高を記録し，それに応じてわが国内の製品価格も上向きになってきてい

るが，米国内の環境保全を理由とした伐採規制に端を発した丸太価格の高騰を，川下

側も受け入れる条件を示していると解釈できないだろうか。合理的なシステムさえで

きれば，この点についても国際社会の中で受け入れられるだろう。

や

ー

写真･1UNCED会議場リオセントロ（ブラジル，リオデジャネイロ）

＜完＞
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第38回林業技術賞業績紹介
林業技術賞は，当協会各支部より推薦された侯補者の中から，林業技術の向上，林業の振興に対し，

多大の貢献があったと認められる方に贈呈しているものです｡平成3年度の第38回林業技術賞は,慎
重な審査の結果，吉野豊氏，有岡利幸氏に，また，同努力賞は松崎清氏に贈られました。授賞対
象となった業績を各氏にまとめていただきましたので紹介します。

林業技術員

スギ・ヒノキ採種園における
カメムシ類の加害実態の解明
と防除法の確立

－…＝燈一一面一－

：
‘唾

、八 I

吉野 豊

兵庫県立林業試験場主任研究員。

スギ・ヒノキ採種園産のタネの発

芽率が低い点に着目。カメムシ類

の加害を追跡，防除法の確立に努

め，発芽率をスギで約2倍，ヒノ
キで約3倍に向上させるなど，育

種，造林事業に大きく貢献した。

1．はじめに

兵庫県では，スギ，ヒノキの苗木養成用に使わ

れる種子の大部分は，採種園産で賄われている。

しかし，その発芽率は20～30％が普通であり，凶

作年は10％を下回る場合も多かった｡種子の発芽

率を低下させる原因の1つとして，カメムシ類に

よる被害が従来から指摘されていた。しかし，被

害の詳しい実態は明らかにされていなかった。そ

こで，筆者らは当県における被害の実態と防除に

関する研究を1987年から実施してきた。

2．カメムシ類による種子への加害の実態

(1)スギ，ヒノキ種子を加害するカメムシ類とそ

の生態

県下のスギ，ヒノキ摂鍾園で球果に寄生するカ

メムシ類の種頃とその発生消長を調査した。スギ

採種園ではヒメツノカメムシ，チャパネアオカメ

ムシ，セアカツノカメムシ，トゲカメムシ，クサ

ギカメムシなどが認められた。採種園によって主

要加害種が異なり，中国山地の比較的高海抜の採

種園ではヒメツノカメムシ，日本海側の低海抜で

はチャバネアオカメムシの割合が多い傾向が認め

られた。ヒノキ採種園ではチャバネアオカメムシ

の割合がきわめて多く，そのほかにヒメツノカメ

ムシ，セアカツノカメムシ，トゲカメムシ，クサ

ギカメムシなどが認められた。

採種園におけるカメムシ類の発生消長は年によ

ってかなりの変動があり，また採種園の海抜高に

よっても差が認められた。ヒメツノカメムシの成

虫は7月下旬から8月中旬に出現し，球果の表面

に卵塊を産みつけた。ふ化した幼虫は最初，産卵

された枝に集まって生息しているが，しだいに移

動，分散を始めた。しかし，移動範囲は比較的狭

く，産卵された木にとどまるものが多いようであ

り，被害は特定の木に集中して発生する傾向が見

られた。生息密度のピークは8～9月であり，こ

のころが加害の最盛期であった。

チャバネアオカメムシの成虫は7～8月に採種

園に現れ，間もなく球果上に卵塊が見られるよう

になった。そして，ふ化幼虫は8月ごろから増加

し始め，8月下旬から9月に生息密度がピークに

達した。また，成虫は活発に飛び回り，ヒメツノ

カメムシ成虫に比べ移動範囲が大きい傾向力認め

られた。このような習性によるためか，チャバネ

アオカメムシによる被害はヒメツノカメムシの場

合に比べ，採種園内で比較的一様に現れる傾向が

見られた。

(2)カメムシ類の加害による種子の発芽率の低下

カメムシ類の幼虫および成虫は，口器を球果の

りん片のすき間から差し込み，種子の表面を消化

液で溶かして内容物を吸汁する。被害を受けたス

ギ球果には，しばしばりん片付近に白色の消化液

林業技術No.6061992.9
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表･1山東ヒノキ採種園における発芽率（単位：％） 表･2スギ採種園における発芽率（単位：％）

表･3ヒノキ採種園での各処理区の発芽率（単位：％）

処理区 平均発芽率

オンコル（ベンフラカルプ）粒剤土壌処理

ダイシストン（ダイスルフオトン）粒剤土壌処理

バイジット（フエンチオン）乳剤樹冠散布

袋掛け

対照区

〃
如
筋
別
記

する必要がある。

3．防除法

(1)薬剤による防除

1987～88年にヒノキ採種園でチャバネアオ

カメムシを主な対象として防除試験を行った。有

機りん剤のダイシストン粒剤およびカーパメート

剤のオンコル粒剤を採種木1本につき0.5～3.0

kgずつ土壌処理した。また，有機りん剤のバイジ

ット乳剤を6～9月に月1回ずつ樹冠に散布した。

さらに，袋掛けによってカメムシの被害を防ぐ袋

掛け区を設けた。それぞれの処理区で得られた種

子の発芽率が高いほど防除効果が高いと考えられ

る｡調査の結果,オンコルおよびダイシストン処理

区の発芽率は無処理区をやや上回ったが，その差

は小さく，有意な差は認められなかった。したがっ

て，これらの土壌処理の実用的な防除効果は低い

と判断した。一方，バイジット区の発芽率は高く，

防除効果が高かった。しかし，袋掛け区に比べる

と，なお発芽率が15％ほど下回り，防除効果力涜

全でないことがわかった（表・3)。

なお，ヒノキのクローン中には有機りん剤によ

り落葉現象が発生するものがあり，薬剤の使用に

あたっては留意する必要がある。この点について

調査したところ,20クローン中1クローンが高度

感受性，2クローンが弱度感受性であること力：わ

かった。このような場合は有機りん剤を使うのは

問題があるので,クローンの更新を行うか,他の薬

剤または袋掛けによる防除法を採用すべきである。

スギ採種園では1990年にヒメツノカメムシを

主な対象にスミチオン乳剤を8月に2回散布した。

しかし，防除効果がほとんど認められなかったの

で，翌年に有機りん剤以外の薬剤も加えて試験を

の固まったものが付着しているのが認められた。

また,スギ，ヒノキの種子の表面にも消化液の固ま

った白色小片が認められる場合が多かった。

被害種子を切断し，その断面を顕微鏡で観察す

ると，胚や雌性配偶体の一部または全部が空洞に

なっており，その多くは腐敗している様子で,発芽

力をなくしていた。

各採種園で，カメムシ類の加害によりどの程度

発芽率が低下しているかを調査した。その方法と

して，カメムシ類が採種園にまだ現れていない6

月にナイロンネットで作った袋を球果にかぶせ，

カメムシの加害を防止した防除区を設けた。そし

て,得られた種子の発芽率を対照区と比較した。ヒ

ノキ採種園での防除区の発芽率は58～80％（平均

67％）に対し，対照区は8～52％(平均29％）で

あり，年によってかなりの変動が見られるが,防除

区は対照区の1.4～78倍(平均3．6倍）の発芽率

を示し，カメムシ類の加害を防除することにより

著しい発芽率の向上が期待できることがわかった

(表・1)。また,スギでは採種園や年によりかなりの

変動が認められるが，カメムシの被害を完全に防

ぐと，発芽率は2倍程度に向上する場合が多かっ

た（表・2)。なお，スギではヒノキほど防除区の発

芽率が上がらず,不発芽種子が多く認められた。こ

れらの種子の多くは，シプダネやシイナであった。

これらは交雑不和合性や自殖などが原因で発生す

るといわれている。今後スギ種子の発芽率をいっ

そう高めるためには，採種園の花粉管理にも留意
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処理区

防除区

対照区

1987年

58

12

1988年

80

37

1989年

63

8

1990年

72

52

1991年

腿
弱

平均

67

29

採種園

波賀

山崎

山東

処理区

防除区

対照区

防除区

対照区

防除区

対照区

1989年

28

11

11

4

２
２
２
１

1990年

32

21

15

10

14

11

1991年

30

22

８
１
２
１

０
５
５
３

平均

30

18

８
８
１

９
９
２
１



表･4スギ採種園での各処理区の発芽率（単位：％）

処理区

スミチオン(MEP)乳剤樹冠散布

デナポン(NAC)水和剤樹冠散布

バイスロイ牌（シフルトリン）乳剤樹冠散布

袋掛け

対照区

平均発芽率

18

18

33

30

16

行った。供試薬剤として合成ピレスロイド剤のバ

イスロイド乳剤およびカーバーメート剤のデナポ

ン水和剤の1,000倍液を用い,7～9月に月1回

ずつ散布した。そして処理区ごとに得られた種子

の発芽率を比較した｡その結果,パイスロイド区が

袋掛け区とほぼ同等の発芽率を示し，防除効果力§

高いことが判明した（表・4)。

(2)袋掛けによる防除

採種園にまだカメムシが現れない6月ごろ，球

果に袋を掛けることによりカメムシ類の加害を完

全に防ぐことができ，発芽率の高い種子が得られ

ることがわかった。そこで，この方法を事業的に採

用できるかどうかを検討した。

当初は袋の材料として比較的安価で，加工しや

すい不織布を用い，袋掛けに必用な経費と予想さ

れる利益を試算した｡その結果,袋掛けにより得ら

れる利益のほうが上回り，事業的に採用可能であ

ることがわかった。しかし,不織布による袋は通気

性が不良で一部の枝ではムレにより葉や球果が枯

れるものも現れた｡そこで,通気性の良い寒冷紗で

作った袋に替えたところ，このような症状はほと

んど見られなくなった。通気性や光の透過性から

見ると，寒冷紗の目が粗いものがよいが，目が大き

すぎると，若齢幼虫が侵入するおそれがあるので，

1×1111m程度の目のものがよいことがわかった。

また，ヒノキの球果は枝の先に集中して付くので，

袋の大きさは20×40clll程度の小さいものでよい

が，スギの場合は球果の付く範囲が広いので50×

80clllの袋が適当であると思われた。

次に，袋掛けを採用する場合の条件について検

討すると，着果状態がまばらな採種園では，1袋に

入る球果の数力苫少ないので非能率である。このよ

うな場合は，薬剤防除によるほうが得策と考えら

9

れた｡すなわち，ジベレリン処理などにより1枝当

たりの着果数が多い場合に，袋掛けを採用するの

がよいと考えられた。

以上のような研究成果を基に，本県では袋掛け

によるカメムシ類の防除を事業化することにした。

まず，平成2年度からヒノキ採種園で実施し，

62～67％の高い発芽率の種子が得られ，好成績で

あった｡そこで,平成4年度から県下すべてのスギ

採種園でも，ジベレリン処理を実施した区域に袋

掛け法を採用している。

林業技術賞

ケヤキ林の育成技術の体系化

有岡利幸

大阪営林局計画課監査官。近年
の広葉樹林施業見直しの中でケヤ

キに着目。枝打ち，間伐等の方法

を調査するとともに従来の文献を

整理。樹種の特|生を生かすことの
できる育林技術の体系化に，大き
く貢献した。

1．はじめに

ケヤキは,わが国の広葉樹材のうち，最も重要な

良材の一つであるが，現在に至るまで使用されて

いる材のほとんどは,天然生のものである｡明治末

期から，全国各地で国有林等に人工植栽された例

は多い｡最近,建築様式の多様化あるいは生活様式

の変化により，良質な広葉樹材であるケヤキの育

成が見直されてきているが，育成技術がまだ十分

に開発されていない｡筆者は，これまでの知見を整

理し，体系的に取りまとめたので紹介する。

2．種子

ケヤキは雌雄同株で，4月中旬ごろ花枝または

着果短枝と呼ばれる枝長5～10clnの小枝が伸び，

開花する。この小枝の葉腋に,ひらたい球形をした

直径4mm程度の種子が5～6個着生。秋の落葉期，

小枝は種子と葉をつけたまま落下する。

林業技術No.6061992.9
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種子の成熟期は,10月下旬と見てよいが,個体に

よって異なる｡紅葉した枝の種子は,成熟期に入っ

ているので,種子のついた小枝が,10月下旬ごろ紅

葉から褐色に変わった時期を種子の落下の目安と

してよい。種子採取は，落下種子を拾い集めるよ

り，種子のついた小枝を採取するほうが効率的で

ある。

種子には豊凶があり，種子がまったく採取でき

ない凶作年が1～2年ごとに現れるという。

結実量についてはほとんど記録がなく，わずか

に調べられたものによると，並作の年で横齢50年

生の個体0.5kgから樹齢150年生の個体40kg

弱のものまであって，個体によって大きな違いが

ある。

種子の採取には，優良母樹を選ぶことが大切で，

若木の種子はシイナが多いので50年生以上の成

木としたい｡種子の精選は,風選でも外観上は純度

100%に近いものが得られるが,シイナが多い場合

もあるので,できるかぎり水選を実行する｡水選す

ると充実した種子は，1時間で約90％が沈む。

種子の重さは,計測者によって異なるが,水選後

ただちに沈む充実したもの等から換算すると，

1,000粒当たり約20～26gである。

種子の貯蔵は,乾燥種子を密封して，1～3℃の

低温で行う方法が最も良い。

3育苗

ケヤキの種子は,発芽が困難といわれるが,取り

まき法,土中埋蔵法,湿った砂と種子を等量ぐらい

の割合でまぜ，1～3℃の低温に置く低温湿層処

理法などにより適切に処理すれば容易に発芽する。

種子を秋に採取後すぐまき付けると，3月上･中

旬に発芽し,率も高い｡賄蔵種子も冬季中にまき付

けておくと，取りまき同様よく発芽する｡種子を通

気性のある容器に入れ，野外の地下30cm程度の深

さに埋め，翌春取り出してまくと発芽率が高い。

種子のまき付けは，2月下旬から3月上旬に行

い，まき付け床は,肥よくで排水のよい砂壌土等の

新しい用土を用いる。稚苗の生立密度が低いほど

二又苗など分岐苗の出現が多くなるので，ある程

度多く生立させ，順次間引きしていく。
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ケヤキの床替えは，新葉の展開以前の時期に行

い,太い根を極力切り詰めないと,細根の少ない苗

になる傾向がある。床替え密度は，1㎡当たり20

本程度とする。

ケヤキは施肥効果が現れやすい。床替え苗木へ

の基肥は,緩効触巴料のほうが効果が出やすい｡追

肥時期は，5月と8月がよい。

4．人工造林

ケヤキを人工造林する場合は，陽光力汁分に当

たり，砂礫質の崩積土等の土層の深い適潤性土壌

で，水はけの良い肥よく地を選ぶことが大切であ

る。粘土質土壌はよくない。

植栽時期は，春季の冬芽が活動を始める以前か，

冬芽が形成された秋期とする。梅雨期も葉刈りす

れば植えることができる｡植栽苗木は，1～2年生

で,枝張りや着葉が均整であって形状の良好な,根

の十分発達した苗長70～100cnlのものを選ぶ。

ケヤキは疎植すると枝の分岐が多くなり，密植

すれば枯死するものが多い。一般に単純林の成績

は良くない。はじめは,天然生広葉樹の稚幼樹と混

生またはスギと混交させ，その後成長に従って不

良なものを除間伐により除き，間伐を繰り返して

ケヤキ林に仕立てる。

ケヤキは,大径材を育成してはじめて利用価値・

販売価格が高くなる。優良大径材生産を目標とし

て，適地の選定や植栽密度を決めることとなるが，

目標胸高直径を70cmにおいた場合の主伐までの

期間は,せめて100年程度にしたい。これまで育成

されたケヤキ人工林で，優良な胸高直径成長を示

した個体として，26年生で30cm,49年生で60

cm,64年生で68cIn,66年生で88cm,78年生で67

cmというそれぞれの例があり，これらは,いずれも

年平均肥大成長量が0.9cm以上である。適地に植

栽すれば相当の生育を示すことがわかる。

肥大成長は，立木密度に大きく影響されるので，

大径材を目指すためには，立木密度を小さくして

育成すること力泌要である。また，ケヤキの樹高成

長は,立地条件によって左右され,斜面下部の肥よ

く地での成長が良い。

ケヤキの大径木は単木でも販売できる。長い伐



期で大径優良材の生産を目指すことも大切である

が,長伐期材に比べ少しくらい単価が安くても,早

期に（例えば100年生で）収入が得られることも，

林業経営面からは必要である。また,天然生材が少

なくなりつつある現在，人工林による早期育成材

の供給態勢をつくっておくことが必要である。

5．人工林の保育

ケヤキの適地は肥よく地なので，雑草木の繁茂

が著しい。下刈りは，全刈りを原則とする。

ケヤキ林は他の樹種との混生林をつくり，ケヤ

キ樹幹が他の樹種によって保護されているように

育成する。

ケヤキの材価は，材の太さと材長が大きく影響

し，また,ケヤキの枝の枯れ上がりは立木密度の大

小にあまり影響しないので，優良木を生産するた

めには，幼齢時からの枝打ちが必要である。

枝打ちは，7～8年生で,胸高直径4～5cnlに達

するころから開始し，枝打ちする枝の太さは普通

6cm以下，太くても10cInを超えないようにする。

枝打ち時期は成長休止期とし，道具はノコギリが

望ましい｡枝打跡の巻込みは良好で,枝径4～5cm

のものでは3年後には，傷口面積のほぼ90%以上

がゆ合する。

ケヤキ人工林では，害虫や動物の害による被害

も発生する。植栽後3年目くらいで，クワカミキ

リ，ボクトウガ,ゴマボクトウガ等による主幹下部

への食害があったとの報告がある｡動物の害は,ノ

ネズミ，ノウサギによる幹への食害である｡積雪量

の多い地域では根元折れ，幹折れ等の雪害が，ま

た,寒風害,凍害も発生している。積雪寒冷地での

ケヤキ人工林は,適地を含め,幅広い検討が必要で

ある。

6．人工林の間伐

ケヤキ林の間伐は，個体間の優劣がはっきりす

るころから，通直で真円の枝下高の長い材の生産

が予測される優れた木の周囲をしだいに疎開し，

樹冠の四方への広がりを促し，肥大成長を促進す

る。

東京大学の20年生での間伐事例（間伐率･本数

47％,材積34％)では,間伐実施11年後の間伐区

11

の平均胸高直径は11.9cmで，無間伐区に比べ1．9

cnl大きくなっていた。

46年生のとき間伐した中之条営林署の事例では，

10年後の優勢木の平均胸高直径は,強度間伐区(間

伐率不明)33.1cnl,間伐区（間伐率・本数26%,

材積37%)27.2cm,対照区27.6clnである。強度間

伐区の肥大成長量は間伐区のそれと比べ5.9cm,

対照区のそれとは5.5cm大きかった。間伐区と対

照区との間では，肥大成長量はむしろ対照区のほ

うが大きかった。

65年生で間伐した日原勵永署の事例では，間伐

後5年間の肥大成長量は，強度間伐区（間伐率･本

数68％，材積56％)は2.23cm,間伐区(間伐率・

本数27％，材積39％)は1.65c111,対照区は1.34

cnlとなり，間伐実施林の肥大成長量は大きい。そし

て,強度間伐区の肥大成長量の年平均は,中之条営

林署の事例のものとほぼ等しいもので，大きな成

長量であったことを示している。

ケヤキは相当高齢になっても，間伐効果が認め

られるようである。

肥大成長を促すため,強度の間伐を行うと，ケヤ

キの幹の樹皮に縦に割れが生じたり，不定芽が発

生する｡樹皮割れは,急激な肥大成長のため生じる

もので,樹幹には影響がない｡不定芽は,死節とな

って腐れが生じ，材質に影響することがあるので，

早い時期に取り除く必要がある。

7ケヤキ天然更新

ケヤキの母樹のある場所では，天然更新が期待

できる。天然更新に有効な1nf当たり5～10本の

稚樹が成立する種子の飛散距離は，母樹から

30～35mの範囲内と見られている。また，飛散の

範囲は，地形や種子の落下時期の風向きによって

も変わる。

稚樹の発生のよい場所は，枝条や雑草･かん木等

の地被物が少なく，表土が安定した林地,例えば人

工林伐採跡地等である。草丈の低い多年生草本は，

更新のじゃまにならないようである。稚樹の成長

は，一般に谷筋から斜面下部がよい。

天然更新を成功させるためには，稚樹を被圧す

る雑草木･つる類の刈払いが必要である。刈払いは

林業技術No.6061992.9
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価格面とも，天然林材と変わらなかった。7月下旬までに行い，稚樹発生後4～5年は必要

であろう。刈払い方法は,稚樹の上方を刈払う，い

わゆる上刈り法がよい。

ケヤキは伐根直径70cm程度のものでも萌芽す

るくらいなので，ケヤキ伐採跡地では萌芽更新も

期待できる。

8．ケヤキ・スギ二段林

ケヤキはスギに比べ，より肥よく地を好むが,適

地はほぼ同じである。ケヤキ立木が単木あるいは

数本生育している場合，ケヤキ樹冠下から周辺一

帯にスギを植栽し，スギ･ケヤキ二段林をつくるこ

とが可能である。最近見直されている針･広混交林

施業の一つの形を示すことができる。

ケヤキの樹冠直下のスギ植栽は，ケヤキに被圧

され，生育は不良となるので，少なくとも4m以

上離して植栽する必要がある。

9．ケヤキ材の市場性

ケヤキ材は,市売り市場への入荷は径級に関係

なく，種々の材長のものがまんべんに入荷する傾

向にある。

広葉樹材の原木価格は，購入者が自分の用途に

利用できる原木に対して，その用途に耐えられる

単価をつけている。したがって，いろいろな用途に

向けられ，高価なものから安価なものまであるケ

ヤキは,価格の分布範囲が非常に広く，そしてほぼ

一様な散らばりを示す。ケヤキは径級が大きくな

るに従って原木単価は高くなり，径級の増大に伴

って価格は直線的に上昇しているが，材長と原木

単価との明確な関係はないという◎

広葉樹用材で一般的にいわれるように，ケヤキ

材でも良質ということを一義的に規定できない。

用途が多様なので，それぞれの用途に適したもの

が良質材となるからである。ケヤキ材では,成長が

悪く年輪幅の狭いヌカ目材は彫刻.器具材,特に漆

器木地としては最高で，年輪幅の広いものは強度

が著しく大きく構造用材として特に優れ，その中

間のものは狂いも少なく加工性もよいので家具材

として最適である。

ケヤキ人工林材の市場性では，加治木営林署が

行った80年生の間伐材の市売り実績は，材質面，

林業技術賞努力賞

スギ1変数材積表の精度
の向上と広範囲利用

松崎
圭
胃

、
、
０
口
ひ

元.高等学校教諭。現在まで38

年間スギのl変数材積表の研究を
続け，平成2年末からこれを再調

製｡樹高7.2mの上部直径測定尺

の考案により，スギ立木の糖度の

高い求穂法を確立，その普及を通
じ地域林業に大きく貢献している。

今から40年前の久万地方は，スギの造林面積も

特に多いというほどでもなく，美林らしいものも

少なかった。そのころよく聞いたことは，「あの山

は倍，半分あった／」ということだ。長年手塩にか

けて育てた山が，最終段階で正確に求積できない

ことに由来する。もちろん林野庁編の,胸高直径と

樹高による材積表はあるが，問題は樹高の測定で

ある。樹高を2～3mの誤差の範囲で測定できる

と，材積は7％内外の誤差で求めることができる

はずである｡私が勤務した高校では，ワイゼの測高

器や,手製のクリステン測高器を使っていたが，森

材組合では,専ら目測であった｡森林所盲者も,見

えもしない樹梢を器賊で測るよりも，長年の経験

による目測のほうが,I日進だと信じていた｡それか

ら40年たった今日，全国に誇る「久万林業地」と

なり，昨年10月には「林業サミット」が開催さ

れ，まさに先進林業地の名をほしいままにしてい

るが,それでもブルーメライス測高器(ドイツ製'’

万円)を知っている人はほとんどなく，ましてや使

っている人は，専門家以外はないといえる。
ふげし

私は，愛媛県立上浮穴高校で昭和29年から「林

業経済｣等の科目を担当した。授業を通じて生徒た

ちに，「簡単で，しかも正確に測れる材積表を作ろ

う」と張り切った。そして，暇さえあれば直径巻尺

を提げ，スギの伐倒木を求めて久万町内の山々を

林業技術No.6061992.9
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表･1スギ林分内における標準木の求積能率比較

測定林分 (東明神地区） 久万町 美川村 面河村 柳谷村 平均小田町
I

測定月日（平成3年）

測定参加者

(9.12）

(2人）

11.29

38

11.20

50

11.13

23

11.21

56

11.25

25 (合計192人）

胸高直径

実測樹高

区分求積値（皮付）

(21.6cm)

(17.41m)

(0.319nf)

19.5

1940

0.291

15.1

17.46

0.158

21.8

17.23

0295

16.0

1614

0.174

196

1517

0.217

◎標準木

◎専門家によるブルーメライス測高器値

同上値と実測樹高値との誤差率

同上測定の所要時間

同上樹高値と林野庁編材積表による材積

その材積と区分求積値との誤差率

(17.1m)

（－2％）

(7分20秒）

(0313吋）

（－2％）

210

＋8％

約8分

032

＋10％

18.0

＋3％

約6分

0．18

＋14％

180

＋4％

約7分

0．33

＋12％

18．0

＋12％

約8分

018

＋3％

16．0

＋5％

約9分

0．25

＋15％

％
分
４
８
６
７

10.8%

｡実測樹高と林野庁編材積表による材積

その材積と区分求積値との誤差率

(0.31｢rf)

(－3％）

0.29

0％

0．16

－8％

0．23

十6％

0．17

＋8％

0．31

＋5％ 5.4％

◎ブービー賞受賞者による目測樹高（＊）

その値と実測樹高との誤差率

その値と林野庁編材積表による材積

その値と区分求積値との誤差率

23.40m

＋21％

0.34nf

＋17％

27.50

＋58％

約0.27

＋71％

21．6

＋25％

0．39

＋32％

185

＋15％

0．19

＋9％

20.4

＋34％

0．30

＋38％

’
一
一
一

306％

33.6％

動上浮穴地方材積表とD寵2尺による材積

その値と区分求積値との誤差率

Dw.zの測定所要時間

(0.31511f)

（－1％）

(1分10秒）

0．270

－8％

約1分

0.315

－7％

約1分

0.169

-3％

約1分

0215

－1％

約1分

0．151

－4％

約1分

眠
分
４
１

＊アトラクションとして実施した樹高目測コンテストの，過大認訓而側のプーピー賞である。

料収集に努めた｡その後の2年間で，4カ町村別の

1変数材篠麦を調製して発表したのである。

ご承知のとおり，1変数材積表は,胸高直径だけ

でその材積を決定するために，誤差もその変動も

大きい欠点がある。そこで多くの資料を検討した

結果,横槁に代わる因子として,地上7.2mの上部

直径に着目し,D1.選-D7.2の値により，資料を上，

中,下に分けて,それぞれの1変数材積表を調製し

た。この3種類の材積表の選択には，標準木の

D1.2-D7.2の値をグラフ上に求めて，上，中，下を

決めるのである。

D7.2は!,7.2mの釣竿の先に,2cnl提約の尺をT

字形に取り付けて測定するのであるが，森林所有

者は，この尺の使用を繊重して,専ら目測によって

いたようである。5カ町村ごとの森材組合では，こ

の3種類の材積表のうち，中値の材積表を,その町

村の材積表として広く利用していたので，全郡に

1変数材積表の利用が根づいたのである。

使用中,1林分が2カ町村にまたがっている場合，

どちらの町村の材積表を使用するかなどの不便も

歩き回った。樹幹解析も積極的に行った。

それから7年後の昭和36年,久万町林業構造改

善事業が発足した。私は愛媛大学農学部の研究班

の一員となって，主に材積表の調製を担当したの

である｡大径木の資料が不足していたので,木登り

専門の方の協力を得て測定するとともに，大径木

の樹幹解析も数多く行った。

これらの資料によって,従来の形式の,胸高直径

と樹高による2変数材積表と，胸高直径だけによ

る1変数材積表を調製して発表した。特に1変数

材積表は簡単に使用できるとともに，同町内の資

料によって調製したものであるからその精度が高

く，1割以内の誤差で測定できるので,森林組合を

通じて急速に普及した。これで生徒との約束を果

たしたこととなった。

名刺大のこの1変数材積表が，愛媛新聞紙上で

公表されたこともあって，ほかの4カ町村にも，こ

の種の材積表をとの要望が高まったので，昭和39

年，同40年の夏期休暇時に,7名による測定班を

編成していただき，大々的に4カ町村のスギの資

林業技術No.6061992.9
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表･2ご当地スギ区分求積野帳あったので,平成2年に，これら5カ町村の全

資料をまとめて，「上浮穴地方」一本の材積表

に再調製することにした(本誌No.600,39'､q

ージ参照)。特に苦心したのは，上部直径測定

尺であった（同40ページ参照)。

昨年暮れ，上浮穴郡5カ町村ごとの現地で，

合計約200名の森林所有者を対象に，愛媛県

久万出張所林業課の指導の下で，この材積表

の説明会と，間伐および造材の講習会が併行

して行われた｡材積表については,その林分の

標準木を県が選び，それを参加者が，樹高目

測,ブルーメライス測高器の使用,林野庁編材

積表による求積，そして今回調製した材積表

とD7.2の尺の使用による求積等を行い比較し

た。これらの概要を示すと表・1のとおりであ

る。

この材積表は!,D1.2とD7.2を測定することに

より，自動的に伸び（5ランクになっている）

の3変数による材積表であるが，ひとたびそ

の林分を測定して，その林分が,上，中，または下

と判定されれば，その後は伐期までそのランクを

固守すればよいので,使用上からいえば,れっきと

した1変数材積表である。1変数であるがゆえに

小3，中3，大3本を目標に10本記入

フーペル式に心塑
なDn-！は既にで求

例

消長1．30

2.4CM

7．6

11．3

15．1

例

消長1．30

2.4CM

7．6

11．3

15．1

18．6

21．4

フーベル式に心嬰
なDn-！は圃蛤で求
めめ

33‘2

31.2

］29.2
’
一

23.9

26.0

281

30.0

31.8

33.1

36.2

38.1

40.0

41．9

43．3

直径値

､年舗数66

⑳皮禰

一
一
ケ

’
三

フ ケ’ケIケ

皮付皮無|皮付皮無|皮付皮無
に必要なD低lは
D唯×1.34とする

した1変数材積表である。1変数であるがゆえに，

年間成長量を最も正確に，しかも簡単に安定した

値を得ることができるのである。表･1が示すごと

く，樹高測定に比して7～8倍の早さであり，その

精度においても抜群である。

これらのことが愛媛新聞やNHKのテレビ，ラ

ジオを通じて全国に報道されたこともあって，全

国から強い要望があったので，これにおこたえし

たく思い，すでに森林総合研究所から数多くの資

料の提供を受けている。なお北海道,東北を除く各

大学演習林および,全国高校林業科校にも，その地

方のスギの区分求積値のご提供をお願いしている

しだいである。これらの資料が得られたとき,大友

栄松先生をはじめ，諸先生のご指導を仰ぎながら，

全国に適用できる材積表を調製したいと思ってい

る。

ついては,誌上をお借りして,全国の読者の皆様

にお願い申し上げる。何とぞご当地のスギの区分

一

写真･1上部直径測定尺

求積値を,小3，中3，大3本を目標に,表･2の要

領によってご記入のうえ,〒790松山市桑原7-6

-45松崎清までお送り願いたい｡お送りくださっ

た方には,D72尺(写真･1)と同じもの1本と，調

製途中の材積表を3カ月以内にお送り申し上げる。

なお,完成時には,その材積表説明書の奥付に協力

者名を列記して，謝意を表したい。また，その時点

でこれらの貴重な全資料は，森林総合W暁所に寄

贈することになっている。今後この種の研究者は，

森林総合研究所へ連絡のうえ，ご利用願いたい。

私はこの研究を40年にわたって行っているが，

終始ボランティア精神に徹して進めているもので

ある。

林業技術No.6061992.9
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第38回林業技術コンテストの概要ノ

林業技術の向上を図るために，日本林業技術協会が

開催する林業技術コンテストは，回を重ねて本年で38

回を数えています。

このコンテストは，わが国の林業の第一線で実行ま

たは指導に従事して活躍する林業技術者が，それぞれ

の職域において林業技術の推進のために努力し，その

結果得た研究の成果や貴重な体験等について，具体的

にその事例や成果を発表するものです。したがってこ

のコンテストでは，その時々の林業事情を反映した技

術的課題が選ばれており，その研究の成果はそれぞれ

の職域だけでなく，広く全国の林業技術の発展に具体

的に貢献してきています。

このようにこのコンテストは，林業の実践に密接に

結びついた技術のコンテストであることを大きな特徴

としており，コンテストの参加者および課題は，日本

林業技術協会の営林（支）局支部や都道府県支部ごと

に選ばれたものです｡またコンテストは,林野庁や森林

総合研究所その他の学識経験者によって審査され，優

秀と認められた参加者には，林野庁長官賞および日本

林業技術協会理事長賞を贈呈して表彰を行っています。

さて，本年度のコンテストは，日林協において5月

21日に開催され，その内容と審査結果等については，

5月末の総会および本誌6月号において簡単に報告さ

れていますが，さらにコンテストの内容とともに個々

の参加課題の発表要旨を9月号,10月号において紹介

するものです。

本年度の参加課題は16課題であり,国有林では各営

林(支)局より各1課題で計14課題，また県関係では

愛媛，兵庫の2県よりの2課題でありました。課題の

分野ごとに大別すると，森林施業技術分野で6課題，

森林経営，森林保護，機械化の各分野にそれぞれ3課

題，治山分野で1課題となっていました。

参加課題はそれぞれの職域での検討を得てきたもの

ですので，いずれも優れた発表内容であって，それら

の優劣を評価することは，たいへん困難でした。しか

しこのコンテストの性格を考えて，①取り上げた課題

がその職域において重要性が高いか，②問題を解決し

ていく方法が妥当で優れているか，③実用性のある成

果が得られ，経済性も高いか，④発表が平易で理解し

やすくまとめられているか，等を検討のポイントとし

て審査が進められました。その結果，すでに6月号に

発表したとおり林野庁長官賞3点，日本林業技術協会

理事長賞4点が選ばれたしだいです。

次に，今月号掲載の森林施業分野および経営分野の

課題について，若干触れてみましょう。

森林施業関係では，最近の広葉樹林施業や天然林施

業の見直しの傾向を反映し，6課題のうち4課題まで

が，広葉樹林施業に関連するものでした。しかし，純

然たる天然林施業は，北海道での針・広混交の択伐型

の天然林への誘導を試みる1課題のみで，人工林地に

侵入したブナ，ミズナラ等の広葉樹を育成し，広葉樹

林や針・広混交林に誘導する施業の課題が2つもあり

ました。また，ケヤキ人工林の間伐技術も特徴的でし

た。施業関係ではこのほか，海岸防災林（アカエゾ）

の除・間伐，有珠山噴火跡でのトドマツ束植えの成績

などがありました。

施業関係の課題には，その成果を得るまでに時間が

かかり，大規模な調査を継続していくことが必要な場

合が多いものです。したがって，良い成果を得るため

には，研究・調査の体制を十分に組織化し，局・署と

してフォローアップしていくことが肝要です。また，

施業技術の実用性はその経済性に左右されるので，単
せ伽ち

に精繊な技術を追求するよりも，経済性にも優れた実

用技術を確立することに留意しなければなりません。

経営関係では優れた発表が多く，3課題とも入賞し

ました。特に兵庫県の課題は，林業家の経営をその生

産材の試し挽きから診断し，経営指導を具体的に行う

という試みで，民間の林業家に対してたいへん説得力

のある方法と評価が高く，長官賞を受賞しました。愛

媛県の“間伐カードによる間伐技術の普及の推進”も，

実際の普及活動の苦労の中から，林業家に受け入れや

すい方法を考案した結果であり，日本林業技術協会理

事長賞を受けました。また，名古屋支局中津川署の販

売戦略の総合化についての発表も理事長賞を受けまし

たが，国有林の経営改善のための基盤となるもので，

今後の発展と定着が期待される発表でした。

次号においては，機械化，森林保護，治山分野の課

題について触れ，併せて要旨を紹介する予定です。

発表者の所属は，コンテスト参加時のものです。

（日本林業技術協会技術指導役･蜂屋欣二）

林業技術No6061992.9
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発表要旨1(森林施業･経営分野）
等を診断し（｢"試し製材”診断表

(その1)」「同(その2)」「あなた

の山林の診断｣)，その結果に基づ

き高収益の期待できる，伐期まで

の育林施業(｢育林施業ガイドブッ

ク｣）について指導を行った。

そして，これらの診断結果を取

りまとめ，当地域の森林を対象と

した育林施業のガイドブックとな

る「元気の出る林業ガイダンス」

を作成，林業普及啓発に活用する

こととしている。

3．経営診断の内容

(1)出品数

■林野庁長官賞

『試し製材品から見た林業経営診断」について

兵庫県社農林事務所

井脇健・平野孝幸

業の一環として，森林所有者をし

て積極的に育林施業に取り組むよ

う「試し製材品から見た林業経営

診断」を実施した。

まず森林所有者からの依頼によ

り(｢試し製材品から見た林業経営

診断参加申込書｣)，伐期間近の立

木をサンプル伐採し，製材後材質

1．はじめに

当事務所の主要な林業地域は，

県中央部に位置し，気象ならびに

土壌条件に恵まれており，西脇市，

加西市，多可郡の2市4町からな

り，戦後，部落有林等を中心に造

林事業が推進され，民有林面積

24,639ha,人工林率45%に及ん

でいる。

林分構成は10年生以下が13%,

除間伐・枝打ちを必要とする

11～35年生が59％，50年生を超

える主伐対象林分が10%となっ

ているがう間伐実行率は31％であ

り，枝打ちは平均1回にも満たな

い状況にある。

木材価格の長期低迷，林業労務

費の高騰により，森林所有者の意

欲と関心が薄く，林業活動は全般

的に低調で活気が失われつつある。

2．経営診断事業のねらい

過去に実施された間伐・枝打ち

が適正であったかどうか，虫害や

腐れ等の被害の有無や程度などに

ついては，製材して初めて判明す

る場合が多い。

そこで，育林途中で立木内部の

材質をチェックすれば，事前に伐

期に達した時点の立木が評価でき，

また，材質の状態を把握すること

によって，今後の施業のあり方を

検討し，収益性の高い良質材が得

られることになる。

このような視点から，当農林事

務所では平成3年度の普及指導事

表･1試し製材診断表（その2）

上 ノキ

現在の製材品 濡釆期待できる製品過去の施業内容

【保育管理が適正な林分】

間伐･･･開始；10～15年生

回数：3～4回

枝打･･･開始？7～10年生

高さ：15～2m

回数：2～3回
『.~...~~...~...~..~..~~~~~~.~.~.I
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【保育錘が遅れていを淋分】

間伐･･･開始：25～35年生

回数：1～2回

枝打･･･開始：25年生以上

回数：1～2回

『~~~~~.~~..~~.~~.~~~~~~~~~~~~~．

:節．．…･…･小～中（死節）

;年輪..….不整
I虫害等..．やや多い
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Ｎ
０
．
４

淵埋
以I生
下I以
；下

【保育管理が不適当な”】

間伐…除伐程度を実施

枝打･未実施，またはトミロ

枝打程度

？。．．‐‐‐‐･‘．．‐‐・‐‐．．.．．．‐‐‐‐‐‐.．｡~･I

｜節････…･･多（死節）’

1年輪･･…･不整
｜虫害等．.多い

｜曲がり･･大
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棚造材（土台･大引）
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(1)ヒノキ

’ '｡'驚僻'｡’ |･’ ｡'篭鰯鶴|塞価橋’
丸太の林齢
(末口径） 穫霊駒製品価格過去の施業内容 今後の施業方向と必要経費主な製材品I製品価格
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図.lタイプ別施業ガイド

業を実施すれば1～2面の役物評

価の製材品への転換が可能と考え

られるものが大多数を占めた。ま

た，病虫害木やスギ黒心材等も積

極的な育林施業によって縁桁や磨

き丸太への利用等，新たな利用方

向が見いだせる。

5．育林施業ガイドブックの作成

スギ，ヒノキ別に過去の施業内

容等を基本に，保育管理が'(A)適

正な林分,(3遅れている林分，○

不適当な林分の3つに大別し，さ

らに現在の林齢や丸太径の違いに

より，おのおの2つに細分し,計6

種のタイプに分類･構成し育林施業

の方向と期待できる製材品を示し

た。ガイドブック中の｢タイア別施

業ガイド」（図・1)から，自己の山

林に最も近いタイプを選び，図中

の流れに沿った育林ガイドによる

施業を実施すれば，最も収益性の

高い林分への転換が可能となる。

管内2市4町，72名（団体）の

出品者からスギ，ヒノキ合わせて

130件，丸太総数237本

(2)出品対象丸太

0.1ha以上の林分から出材さ

れた末口径14cI11以上，長さ3．

4．6mのスギ，ヒノキ丸太

(3)診断事項

「試し製材診断表｣に基づき，製

材品の良しあしを決定する主な要

因について診断調査した。

①製材品の等級格付けと販売

価格，②節（生･死節）の最大径

と個数･･･…良質な2材面について，

③平均年輪幅④心材色，⑤虫

害，腐れ等，⑥その他特記事項。

なお，出品者は申込書に，丸太

の形状や間伐・枝打ち等について，

過去の保育施業の経緯や予定伐期

等を記載する。

以上の診断結果から個々の出品

者に対応した施業ガイドを記入す

るが，より具体的に説明するため

の補足資料として，スギ，ヒノキ

別に過去の施業内容をタイプ別に

分けた診断表(r試し製材診断表

(その2)｣)等を添付し，診断内容

をわかりやすくした（表・1)。

4．診断結果

(1)間伐実施と製材等級

間伐の実施回数が多いほど，役

物柱が採材できる比率が高まって

いる。

(2)枝打ち実施と製材価格

技打ちの開始年齢が低いほど役

物柱の採材比率が高く，製材価格

も高くなる傾向が見られた。特に，

枝打ち時期が適正で技術的に優れ

ているものは，1～2面無節以上

の役物柱が得られた。

(3)その他

保育施業の遅れた林分から出品

されたものは，総じて並材に評価

されたが，今後ガイドに従った施

林業技術No.6061992.9
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■日本林業技術協会理事長賞 期の収量比数の設定は，スギでは

平均で，間伐前Ry0.83から間伐

後RyO73'､,同様にしてヒノキ

ではRy0.85からRy0.77へと

移行させてある。

(3)2枚目オモテ（写真･3）

林分のha当たり成立本数を求

める方法を示してある。この場合，

プロットを半径4mとしたのは，

この面積が約0.1haの1/20に相

当すること，および測定に簡便な

竹竿（林内で容易に入手でき，か

つ円の中心に立って一回り回せば，

その竹竿に当たった木の本数が同

時に円内の成立本数となる）を用

いることとしたためである。

(4)2枚目ウラ（写真･4）

各間伐陶哨ごとの間伐本数を示

してある。(2)で示した間伐基準表

の各間伐時期の本数の1/20に当

たる数を中心とし，その前後2本

｢間伐カード」による間伐技術の普及啓蒙について

愛媛県今治地方局

越智政文

1．はじめに

間伐の技術指導を行うとき，そ

の中心となるのは林分の密度管理

(間伐率)と間伐木の選木技術の向

上である。特に密度管理について

は，林分密度管理図が開発されて

以来，その理論と使用方法につい

て啓蒙を図ってきたが，森林所有

者や森林組合作業班員において十

分に活用されているとは言いがた

い状況にある。

そこで，密度管理図の収量比数

による間伐率の設定という理論を

逸脱しない範囲で，簡便な指針と

なるものとして「間伐カード」を

作製してみた。

2．間伐カードの使用方法

本カードは，3枚の両面カード

をリングで束ねてあり，縦9cmx

横13cnlで胸ポケッl､に収納でき，

表面は雨水にぬれても破れないよ

うラミネートパックにした。

(1)1枚目オモテ（写真･1）

これは，本県で従来から技術指

針としているスギ，ヒノキの一般

材生産の体系図としての「間伐指

針図」である。

(2)1枚目ウラ（写真･2）

植栽本数はスギ，ヒノキとも

0.1ha当たり350本とし，間伐時
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|間伐木の選木’
②除伐段階で伐採すべき木－1，6，8，10

１
Ｍ

③第1回間伐および除伐の－1，6，8，10

遅れている林分の問伐木2，11'1

’ ⑧第2回～第3回間伐木-3,5,12,14､（9）

⑨最後まで残すべき木－4，7，13、（9）

Ｍ
片
枝
木

旧
欠
点
の
な
い
木

限
欠
点
は
な
い
が
下
層
木

Ⅱ
あ
ば
れ
木

扣
衰
弱
木

９
糊
長
木

８
枯
死
木

７
欠
点
の
な
い
木

６
三
又
木

５
欠
点
は
な
い
が
下
展
＊

４
欠
点
の
な
い
木

３
樹
冠
に
欠
黙
の
あ
る
木

２
曲
り
木

１
幹
に
欠
点
の
あ
る
木

写真･5間伐木の選木 写真･6間伐必要木

いよう十分な注意が必要である。の増減本数についても載せてある。

例えば,ヒノキ28年生の林分だと

第2回間伐の欄を見て，円内の成

立本数が12本成立していたとす

ると，それに対する間伐本数が4

本であることが読み取れると同時

に,その林分の間伐率を33％に設

定するということが読めるように

してある。

(5)3枚目のオモテ（写真･5）

3枚目のウラ（写真･6）

選木の方法を示してある。まず，

表の図で通常見られる林木の形状

を示し，裏の図で各間伐時期に伐

採を必要とする木の番号を示して

ある。

3．成果と今後の課題

このカードの作製により，従来

から行っていた標準地法に代えて

講習会等で使用してきたが，現場

で手軽に使用できるとともに，同

じ標準地法には違いないが従来の

ものと比べて時間的に短縮できる

のと，あまり堅苦しく数字を並べ

ていない点で森林所有者からも興

味を持たれつつある。また，カー

ドの大きさも胸のポケットに入る

サイズなので，この点でも好評で

ある。

しかし，反面，今後使用するう

えで，植栽本数を固定しているこ

と，この表の円内成立本数より多

い本数が出た場合，間伐率が極端

に大きくなること等誤解を生じな

■日本林業技術協会理事長賞

総合的な販売戦略を目指して

名古屋営林支局中津川営林署

片田恒幸

1．はじめに

当署では，有利販売を主目的に

署長以下関係課長，係長，主任等

で常設の「販売対策委員会」を設

け，販売戦略機関として販売対策

の総合的意思統一をはじめ，伐採

から極積まではもちろんのこと，

採材銘柄の決定等に活動している。

今回は，その活動と現場で取り

組んでいる内容について報告する。

2．現状と課題

当署の収穫量は，その大部分が

人工林ヒノキで，その林分内容は

年々悪化しており，いわゆる並材

が多い。したがって，この並材を

いかに付加価値を高めて販売して

いくかが当然課題となる。

3．販売戦略

(1)採材対策

より高額の銘柄を，より多量に，

より良好な状態で生産する。

①造材寸法書の作成：市場動向

に応じ毎年修正し，作成する。

表･1中津川営林署素材樋積基準表

揃積数量樹種 銘柄

柱
柱

一
元
一
元

Ⅲ
Ⅲ
Ｃ
Ｃ

〈
３
１
』

１
２

蒔
罹
禰
壁
諏
砿
耐
耐
施
、

歩
牛
材

６
６
６
中
多
小
３
３
３
２

本
本
而
耐
前
前
所
而
而
而

６
６
０
０
０
６
６
．
６
６
０

１
２
２
１
１
１
１
２

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
８
８
８
８
８
８
８
０１

ヒノキ'）

本
而
而
耐

２
０
６
６

１
２
１
１

一
一
一
一

６
８
８
８

6m元柱

中目材
3m元柱
小丸太

スギ

各銘柄ごと 15～20IYf乾燥材2）

3m元柱
中目材

而
而
６
６
１
１
一
一
８
８

サワラ

8～16ITfその他N 長径込

8～16｢Yf長径込その他L

全幹材 20～60nf人工林N

注'）市況調査のため公売ごとに3m柱材，

4m材は元玉祉と中玉樋を各1件以

上出品する

注2）乾燥材として別扱いできる量
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表･2素材材面のトビ傷防止対策

－1．各作業共通の原則

(1)腹側材面に，トビは打ち込まない。
(2)材の回転移動時には，トビの打ち込みは両木□とする。

e｝材の材長方向への移動時には,トビの打ち込みは両木口より20CII以内と
する。

－2．山元のトビ作業

(1)積み込み土場での玉切材の木直しは，南星ローダーで行う。
②移動ソー番台での丸太移動は，両木□より20叩以内にトビを打ち込む。
（3荷卸材を木撤する場合も，腹側材面へのトビの打ち込みは避ける。

－3樋積のトビ作業

(1)運んできた材の荷崩しは，両木□で行う。

②木口揃は，できるだけ検知土場で行う。

⑧7倣上での木口揃は，木口側からのセリ出しで行う。

実施項目

1公売日の固定

2.材の傷や汚れ

防止

対象

顧 客

同上

I

3.公売材下見客
へのサービス

4.落札者への対

応

5.公売時間短縮

6．場内整理

同上

落札した

顧客

顧客

場内

表･3顧客サービス対策

実施した内容

63年5月公売より固定化

トビ傷防止のチラシ配布

完了極のペンキ標示を

鎖方式に切り替え

標示板足の材面打ち込み

方式に改良した

木口標示を省略簡素化し
た

公売結果を月刊「牛産と

販売」に掲載

雨天災天下の下見用に

雨傘，ムギワラ帽を常備

不案内の顧客の駅までの
送迎

公売結果一覧をFAXし
ている

入札締切宣言後から結果

発表までの侍だせ時間を
短縮する改善を行った

樹皮は発生のつど集め焼
却

結果の概要

中津川公売は毎月20日と，

買方や市売にも固定

公売材の毎月確保が義務づけ

られる反面520日公売を基準

に関係業務が計画的に実行で
きる

部内はもちろん，運材業者，
買方運転手にもチラシで要請

し，一応の関心を深めた

鎖方式は，買方にも好評，ま
だ繰り返し使用できるのでペ

ンキ方式と比べ格安となった

打ち込み傷がなくなり苦情は
ない

以降苦情はない

応札の参考になると喜ばれて
いる

利用されている

感謝され，国有林に好感を持
たれた

従来の電話による騒然とした

結果報告もなく，相手側から
も喜ばれている

通常の公売で侍たせ時間を7

～8分に短縮できだ

顧客も早いと好評である

降雨時の材の下見も短靴でで
きると好評である

サービスの原則：①1件100万円もの顧客である，②買方も人間，誠意は必ず届く，
③貯木場は国有林のショーウインドー

林業技術No.6061992.9

②市場での高値，売筋銘柄の生

産：短期的市場動向に合わせて追

加指示する。

③材質に合わせた採材：最も材

価の高い銘柄を生産するため号山

ごとに採材方法を決めている。

④その他：月1回ミニコミ紙を

発行し，採材技術の向上および有

利販売に対する意識の高揚に努め

ている。

(2)仕訳樋積対策

購売意欲（より多くの顧客に，

より高値で）をどのように高める

かの対策である。

①素材樋積基準表の作成：祉積

は，市場動向により変更．修正す

るが,平成3年度は表｡lのとおり

とした。

②良材の小口祉積：人工林ヒノ

キ元玉6m大黒柱向素材等良材

は，3～6本の小口極とした。こ

れは椛数が多くなることにより，

顧客には欲しい極に高額応札をし

ていただけるが，反面，遠距離か

らの顧客にはトラック輸送の関係

で応札を控えるというマイナス面

もある。

③産地ごとの椛積：産地ごと，銘

柄ごとに祉積することで品質（色

つや，長所，欠点）がそろうので

安心した応札がある。

④標準櫛の数量：並祉は,割高運

賃とならないように1椛8㎡以上

として，遠距離からの顧客にも応

札をいただいている。

(3)その他の対策

①トビ傷の防止：材面のトビ傷

は材価に大きく影響するので,表．

2のように徹底した結果，トビ傷

に関する苦情等は聞かれなくなっ

た。

②新鮮材の販売：月1回の公売

では，ややもすると材の鮮度が低

下する場合もあり，公売ごとに全
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圧している_上層木や形質不良木を

伐採しつつ択伐林へ誘導する。

(3)プロット3＝坪刈，1､ドマツ

単植→施業：トドマツの群椴成を

考慮し，上層木の伐除。更新不良

の小孔状部には坪刈し，一穴7本

の巣植えを行った。現況：トドマ

ツは順調に生育しているものの，

被圧の有無により成長量に差を生

じている(V=140nf/ha)｡今後の

方針：プロッ1,2と同様の方針に

より択伐林へ誘導する。

(4)プロット4＝除草剤による地

栫，トドマツ植栽→施業：除草剤

散布後3年目にトドマツ2条植え，

上層木の伐除。現況：植栽木は順

調に生育しているが，有用広葉樹

の侵入も相当見られ（約5万本／

ha),植栽木と競合している(V=

56㎡/ha)｡今後の方針：植栽木と

侵入した有用広葉樹を共存させ，

針広混交林の択伐林へ誘導する。

(5)プロット5＝天然下種Ⅱ類→

施業：稚幼樹および中小径木の成

長促進を図るため上層木の伐除。

現況：トドマツの中小径木を主体

とする樹種描成となっているもの

の，上層林冠がうっ閉した状態に

あり枯損木の発生が見られる

(V=177㎡/ha)｡今後の方針：上

層木を主体に伐採を行い，択伐林

量出品することを原則として，鮮

度落ちを最小限とするよう努めた。

③顧客へのサービス：表・3のよ

うな対策を立て，サービスに努め，

好評を得た。

4．おわりに

今後の課題として，机上単価入

札方式に切り替えることによって，

生産から販売まで携わる職員をし

て有利販売に対する意識高揚を図

り，また公売回数を増やして新鮮

材を供給しうるよう努めたい。

天然林施業についての一考察一一択伐林型への誘導

旭川営林支局幾寅営林署

斉藤万佐夫・石井誠

業，現況，今後の方針について述

べる。

(1)プロット1＝筋刈,アカエゾ

マツ植栽→施業：早生樹種の植栽

を試みたが，野ネズミと雪害によ

り消滅，アカエゾマツを改植した。

現況：アカエゾマツは順調に生育，

しかしクマイザサが優勢で稚幼樹

の発生はほとんど見られない

(V=23㎡/ha)。今後の方針：間

伐の際にブル集材を行い，更新樹

の発生を促進する。

(2)プロット2＝筋刈，トドマツ

植栽→施業；被圧している上層木

の伐除，更新不良箇所にトドマツ

の2条植えを行った。現況：トド

マツの生育は良好であるが，上層

木に被圧されている所もある

(V=156nf/ha)｡今後の方針：被

表･1施業の経過

1．はじめに

天然林施業の資料を得るために，

昭和46年に天然林施業指標林を

設定した。この指標林は林分の状

況により区画を行い，それぞれの

林分に応じた施業を実施し，その

経過を把握して択伐林型へ誘導す

ることを目的としている。設定後

20年を経過し,一定の成果を得た

ので発表する。

2．調査の方法

各区画ごとに標準地をとり，樹

高・胸高直径・樹冠投影について

毎木調査を行い，併せて下層植生

の状況，稚幼樹の発生状況，林内

相対照度を調査した。

3．調査結果と考察

施業の経過は表．lに示すとお

りであるが，以下プロット別に施

寄害閏下”酷
所 地褥 値付区分 伐採前の林分状況

49～57年10回49年5月アカエゾ
マツ

49年5月筋刈
3×3m,1.5×2.5m

プロット1 天然更新の困難な林分084

47～53年8回94020

185032

6260

171717

21913

47年5月筋刈
3×3m

47年5月トドマツ
（ポット）

プロット2 0.59 下層被圧林分

年
年
４
５
５
５
一
一
８
９
４
４

回
回
８
８

０
１
岬
“

ツ
ツ
マ
マ
ド
艀
ト
ト
月
月
５
９
年
年
８
８
４
４

プロット3 トドマツの小群地のある
林分

48年5月
48年9月

0.97

51～56年6回47年10月除草剤 50年5月トトミマツプロット4 一
一

0．94

プロット5 034 ト僻マツ稚幼樹の更新良
好な林分

プロット6 広過混交林分144

林業技術No.6061992.9
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に回帰させる。

(6)プロット6＝天然下種n類→

施業：老齢過熱木を主体に適正な

択伐を行った(伐採率N21%,L

9％計13％)。現況：ミズナラの

大径木が上層を占める針広混交林

であるが，中小径木はトドマツが

主体となっている(V=250㎡／

ha)。今後の方針：針葉樹の大径

木を主体に伐採し，広葉樹の発生

を促し，針広混交林の理想林型へ

誘導する。

しかし，うっ閉しない状態での間

伐は，肥大成長には効果がなく，

不定芽の発生を助長させると推測

される。

4．考察

(1)貴重な広葉樹の資源を育成

していくために，このような林分

については，ミズナラを主体とし

た広過混交林へ誘導し，将来形質

良好な大径材生産を目指したい。

(2)ミズナラの育成管理は非常

に難しいが，良質材の条件に近づ

けるためには適切な光コントロー

ル，密度管理が特に重要と考え，

造林木を主眼に置きながらミズナ

ラを育成していくことは難しいと

の判断で，択伐林として取り扱っ

ていくこととした。

(3)アカエゾマツについては，ミ

ズナラの樹冠下における親和性で

は相性が悪いことから，上層木で

あるミズナラの形質不良木を群状

に間伐し，アカエゾマツを育成す

る孔状面と，ミズナラを育成する

孔状面以外の残存林分とを区分し，

モザイク状の複層林・混交林へ誘

導したい。

(4)ミズナラについては,形質良

好材を育成するため，アカエゾマ

ツ・ミズナラの成長に伴い林分が

うっ閉し，下枝・不定芽の枯れ上

がるのを待ち，以降，肥大成長を

図るよう適切な密度管理間伐を実

施したい。

(5)有用広葉樹の天然更新が良

好な林分では，造林木および天然

木の生育状況を見極めながら択伐

林に誘導したい。

(6)このような条件下にある造

林地については，形質良好な天然

木の活用を前提に造林木の本数を

調整し，投資の効率化を図りなが

ら生産性の高い山づくりを推進し

たい。

人工造林地に残存する有用広葉樹の施業について

帯広営林支局釧路営林署

志村賢二

ゾマツは植栽後18年を経過した

が（1,250本/ha,平均樹高3．4m,

残存率50％)，成績は芳しくなく，

また,この本数の32％は上木下に

あり，被圧されるおそれがある。

(2)天然更新状況：昭和57年に

行われた上木間伐跡地にカンパ・

ミズナラが天然更新し(200本／

ha),また,上木間伐されたミズナ

ラから萌芽更新し（1,800本/ha,

平均樹高約4m),ともに良好な

天然更新を示している。

(3)上木の伐採：上木はミズナ

ラを主体とし(ha当たり375本，

40㎡,平均樹高11m,胸高直径16

cm),このうち約25%は，将来形

質良好な大径木として期待できる。

上木間伐実施後一部で不定芽の発

生が見られるが，林分がうっ閉す

れば不定芽は枯死すると思われる。

1．はじめに

山火事再生林を伐採し，保残木

作業を行いながら人工林造成を進

めてきた林分について，造林木の

育成と同時に有用広葉樹の育成を

目指した施業方法を検討したので

報告する。

2．施業の経過

施業地（釧路事業区287ほ小班，

36ha)は，人工林造成前はミズナ

ラを主体とした山火再生林(ha当

たり1,500本，約50㎡)で，昭和

48年に主伐(3m幅伐採･3m幅

保残，伐採率50％)を行い，翌年

アカエゾマツを植栽(2,500本／

ha)した。昭和57年に列状保残さ

れた上木の間伐(50%)を行っ

た。

3．調査および結果

(1)造林木の生育状況：アカエ

一
↑
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
旧
、
唯
一
トー一 27m一○上木

の萌芽木（｜株）

図．l樹冠投影図（287ほ林小班）

林業技術No.6061992.9
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の末木枝条により被覆され，消失

したものが29％もあった｡したが

って，今後は枝条をつけたままの

全木集材等の方式が望ましい。

(4)更新補助作業の実施：ア．伐

倒木；末木枝条に被覆されたブナ

等は，今回1穣雪期間経過したの

で倒木起こしを行ったが，直立し

ないので根元を切って萌芽を期待

した(萌芽は20年くらいが旺盛と

のことであるが，ここのブナ等は

30～50年生である)。イ.損傷木；

樹皮の欠損，折れ，先折れ等が生

じ，被害程度から判断して根元を

切断するなどの整理伐が必要と考

え実施した。ウ．更新後の保育作

業は，ブナ等の成長把握と木本類

等の被圧状況を観察しながら実行

計画を立てるが,更新後5～10年

と10～15年の間に2回程度,ブナ

等を被圧している木本類を対象に

下刈り（坪刈り）を実行するのが

望ましい。

(5)ブナ等の生育状況の推移(表・

2）：伐採直前から平成3年度まで

生育状況を調査したが，伐採直後

の63年度から平成元年度にかけ

てha当たり1,310本と著しい減

少を示した｡これは63年6月中旬

の異常気象によるものであり，そ

の後平成元年度から3年度にかけ

て消失本数はha当たり150本と

なっている。成長量については，

年平均で直径で4mnl,樹高で25cm

とプツーニ次林収穫予想表の50年

生を若干上回っており，土壌の安

定により根系の発達が良好になっ

ていると考えられる。

当試験地はブナ等が優占して生

育する適地と考えられ，確実な成

林が期待される。

スギ人工林跡地からブナ林への誘導

秋田営林局向町営林署

伊東弘至・小松俊明

量は試験地3．9㎡，再造林地6．1

㎡，予想表6.3mI)｡

(2)ブナ等（ブナを主としナラ，

その他）の伐採前の成立状況:ha

当たり8,000本（ブナ72％)成立

しており，競争相手となるカエデ

類，ウワミズザクラ，その他によ

り更新樹種の枝下高の上昇および

幹曲がりの減少が図られ，良質の

再生林が期待できる。天然林箇所

(保残帯）もブナの更新がよい(約

15年で平均樹高は360cm)。これ

らの林分では，人工林から天然林

に誘導する施業を行う。

(3)伐採直後のブナ等の成立状

況：ブナ等稚幼樹の損傷または伐

倒を最小限に押えるよう買受者と

特約を結んで販売した。その結果，

ブナ幼樹への損傷は少なかったも

のの，スギ上木伐倒に伴う枝払い

1．はじめに

人工林の皆伐予定地でブナを主

とする有用広葉樹の稚幼樹が多く

成育している林分に着目し，スギ

人工林跡地から天然林への誘導を

試み,63年度以来試験地を設定し

て調査しているので，その経過を

報告する。

2．調査対象地の概要

対象地は昭和5年植栽のスギ人

工林（58年生）で，主伐･更新に

当たって林分の内容により人工林

一再造林，人工林一天然林，天然

林に3区分して調査した。

3．調査結果と考察

(1)スギ人工林の伐採前の地況

(表・1）・林況：試験地は再造林地

に比較して成績が悪い(ha当たり

材積は試験地224㎡，再造林地

354㎡，予想表367㎡；平均成長

表･1地況

均
斜
度

平
傾
最深
積雪深
、

林齢標高
、

士壌型箇所 林小班 樹種 面積
ha

32

18

25～30

〃

記
〃

試譲地

再造林

２
１

一
え
え

６
６
５
５
群
〃

1.18

2.06

400～470

400～450

BDd

BD

表･2成立本数，成長量の推移（本数はha当たり）

平成元年平成3年

本数|直径|樹高本数|直径樹高
伐採直
後本数

伐採前
本数

樹種

叩

31
m

3.1
CII
2.3

m

27 3,666ブナ 5,760 4,890 3,767

2.9195 241,280 353 243 1.9 2．7ラ
Ｌ用
計

ナ
有 3.439 6.0960 117 40 4.8 2．8

3.24,050 2.3 2，7 3,900 3.18.000 5,360

1502,640 1,310消失本数

林業技術No.6061992.9
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元紋別海岸防災林における森林施業について

1．はじめに

当署管内の海岸防災林（延長

2.21im,平均幅員80m,面積1651

ha)は厳しい条件を克服してきた

が,昭和33～34年に植栽されたア

カエゾマツも30年を過ぎ立派に

成林し，防災林の機能を果たして

いる。しかし，密植（8千～1万

本/ha)のため，林分がうっ閉状態

になったことから，健全な林分へ

誘導するために種々検討してきた

ので，その経過を報告する。

2．施業の経営

施業の方針として，当地方のよ

うに冬が長く樹木の生育期間が短

い所では，春先の立地条件が年間

成長量に大きく影響するので，う

っ閉状態を人為的に破って陽光を

林床に当て，地中温度の上昇効果

を試みることとした。

この場合，林分に急激な変化を

与えないように配慮し，胸高直径

別にA,B,C,Dの4つに区分

し，段階別に施業方針を定め実施

することとした(表・1.)。第1段階

(A･Bタイプの下枝落とし,C･

Dタイプの除去)は昭和59～60年

表｡l施業方針

北見営林支局紋別営林署

保科與吉・菅野勝四郎

度に，第2段階(Bタイプを中心

に除伐)は昭和63～平成元年度に

それぞれ実施した。第3，4段階

はこれら施業経過を観察しながら，

指針に従って実施する予定である。

第2段階までの施業（無施業）

経過を見るに，

(1)植栽木の残存率を59％(当初

50％であったが，アカエゾマツは

浅根性でもあり，強い浜風を危倶

して林内を開けすぎないように）

としたが，除伐3年後の時点では

風による被害はほとんどない。

(2)除伐実施後のプロット調査に

よれば，平均胸高直径では施業区

が12cIn,無施業区では9cnlと3cm

の差があり，平均樹高でもそれぞ

れ11m,8mと3mの差となっ

ている。また,ha当たり本数では

施業区5,700本，無施業区では

7,500本，蓄積ではそれぞれ490

nf,275nfとなっており，最大胸高

直径，最長樹高とも施業区のほう

が上回っている（写真．l)。

(3)土壌凍結深については，除伐

後(平成2年)のほうが施業前(昭

和60年）より浅くなっている。

第1段階
A,Bタイプの下枝を高さ2.00m落とし,C,D
タイプを除去して林外へ搬出する

予想
RY=
0．81

第1I段階
予想
RY=
0．78

、

第Ⅲ段階

第Ⅳ段階

第1段階後の成長経過・林分状況等を観察しなが
ら,Bタイプを中心に除伐を実施し，本数比率で
50％をめどとする

第2段階後の成長経過．､林分状況等を観察しなが
ら,A,Bタイプの除伐を実施し,本数比率で40%
残をめどとする

予想
RY=
0.77

ロ

第3段階後の成長経過・林分状況等を観察しなが
ら,A,Bタイプの除伐を実施し,本数比率で30%
残をめどとする

予想
RY=
0．73

注)A』胸高直径l1cm以上,B:同6～10Cm,C:同5cm以下，
D:枯損木

写真･1（上）
プロット調査を

実施した林分

写真･2（下）

地中温度の上昇
効果が見られた
施業後の林分

林業技術No.6061992，9

(4)地中温度については，除伐実

施前ではうっ閉状態の箇所と陽光

の当たる箇所ではほとんど差はな

かったが，施業後の平成元年度の

観測では無施業区で6℃，施業区

で8℃と2℃の差が，また平成3

年度の観測ではそれぞれ6.5℃，

9.8℃と33℃の差が生じた。この

ことは，当初の目的である除伐に

よる地中温度の上昇効果が現れた

ものと解される（写真･2)。

以上の経過から見て，今後の第

3段階，第4段階の施業効果も-|－

分に期待できると考えている。

|鍬鋒

弥多
令澪ア

噸
”…

、．､･興銭灘灘‘‐二:尊’
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が行われ成長量等に現れてきてい

るものと判断され，これは3本，

2本がl個体となっていることを

現していると推定される。

(4)土壌条件と根の発達：3本束

植えの直根の長さは80ml,側根は

左右合わせて180cmで直根，側根

ともに細根が非常に多い。2本束

植えもほぼ同じような根形を示し，

直根の長さは84c111,側根は左右合

わせて160cl11である。3本,2本

の束植えは単木別に根の区分が判

別できないが，直根のいちばん長

いものは首位木のものであり，側

根についても同じであった。

このように束植えによる側根，

細根の発達は土層を安定させ，土

砂の流出防止に役立つとともに，

物理的外力に対して単木よりも有

利であり，降雨による表面侵食を

考えた場合，理想的な配置と考え

られる。

(5)木柵工の腐朽：施工後12年

を経た木柵（カラマツ間伐材）の

腐朽も相当に進んでいるが，全体

としては植生および植栽木とかみ

合い山腹安定機能を発揮しており，

目安としては10～15年程度と思

われる。

4．考察

新規火山灰堆積地において成果

が得られたが，トドマツ束植えは

治山植栽法として有効な手段であ

ると判断される。特に活着が高い

ことは，束植えのほうが固体間の

保謹作用で外力（風，雪，乾燥）

に対して単木よりも有利であった

と考えられる。

木柵工については，草本網上だ

けでなく植栽工（束植え）と合わ

せて施工することによって，山腹

斜面の上層を安定させ植生の回復

を早める唯一の条件になったと判

断される。

新規火山灰堆積地におけるトドマツ束植えの成長経過

函館営林支局室藺営林署

大場常義・梅田貢二

1．はじめに標準木各5本を抽出し，区分けと

噴火(昭和52年）による荒廃地して調査地の比較的成長の良いも

(火山灰地）を一日も早く復旧し，のを優勢束群とし，それ以外のも

泥流発生に伴う二次災害の防止をのを標準束群とした。また，3本，

図るため，昭和54年に山腹工(木2本束植えとも成長の良い順に首

柵工）に合わせ植栽木の活着を第位木，2位木，3位木とした。

一条件として，トドマツの3本束3．調査結果

植えと2本束植えを実施し，一応(1)仕様:1､ドマツを活着させる

の成果を得たので発表する。ための植栽法として，試験的に3

2．調査地の概要ならびに調査本束植えと2本束植えを木柵工の

方法0.5m上部に列条(列間1.0m)を

調査地は有珠山の北面に位置し，もって施工した。

第1調査地(トドマツ3本束植え）(2)成長量：「トドマツ成長量」

は凹形地形の沢筋で北西斜面，火（表・1)に見られるように，それぞ

山灰堆積深は1.5m,第2調査地れ束の首位木,2位木,3位木の

は凸型地形の尾根筋で北西斜面，最高樹高，平均樹高等を比較して

火山灰堆積深は0.8mである。みると著しい差が現れ，特に3本

試料木は束植え箇所（3本，2束植えがいちばん顕著に現れ，次

本植え）優勢束群および標準束群いで2本束植えとなっている。同

各5カ所と，比較調査のため他流じ穴の本数が多くなると種内競争

域トドマツー般造林地の優勢木，も激しく，また，意外に早く競争

表･1トドマツ成長量（単位:cn')

樹高｜平均（5カ年）成長霊I枝張｜経過年試料木区分

優首位才

3勢2位オ

本束3位オ

束標首位フド

植準2位オ

束3位ﾌド

2優首位才
勢
本束2{”

束標首位オ

檀驚2位オ
1優勢木
本
檀標準木

感
嚇
感

首
２
３

402～521

302～413

174～330

(469）

(380）

(248）

54.4

42.2

26,0

54～121

44～101

33～91

Ｊ
ｊ
う

印
加
師

く
く
く

辞
〃
〃

１

跡
唾
磁

首
２
３

34～67（53）

18～98（49）

29～84（47）

235～316

176～270

90～222

(279）

(228）

(166）

296

23.6

14.2

″
″
″

首位木

2位木

373～420(395)

171～367（246）

32～97（69）

40～76（56）

39.6

194

″
″

感
嚇
首
２
313～343（331）

161～292（232）

29.0

16.2

39～120(66)

26～95（55）

″
″

31～82（58）

32～58（48）

脾
〃

１優勢木

標準木

281～332（313）

240～265（254）

330

284

※試料木は優勢木，標準木とも各5本を選定し調査した
優勢束：調査地内で成長が優勢なもの
標準束：調査地内で成長が標準的なもの
※※（）内は平均値
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(3)樹皮割れの原因とそれが材質

に及ぼす影響：間伐実施10カ月

後の調査で，樹幹の縦に樹皮割れ

が試験地の内外合わせ13本に発

生していた(写真･1)。長いものは

8mにも達していたが,形成層ま

では至っていない。ア．樹皮割れ

の原因；間伐によって樹皮割れし

た側が偏った肥大成長をし，材の

成長量が大きく粗皮部分の拡大瞳

を上回ったため裂けたものと判断

した。なお，これは樹皮割れした

ケヤキ立木の樹冠が，間伐により

できた空間方向に大きく成長し，

そのため同じ方向の樹幹も急激な

成長をしたことによると考えられ

る。イ．材質に及ぼす影響；樹皮

割れは粗皮の部分にとどまり，材

の部分には影響は見られなかった。

以上のようにして，肥大成長量

は間伐率の高い林分で大きいこと，

不定芽が材質に及ぼす影響は大き

いが，対策として早期に不定芽の

枝打ちが必要であること，および

樹皮割れは部分的に偏った肥大成

長によるもので,材質には影響が

ないこと等が判明した。

ケヤキ林の間伐実施効果および不定芽等について

大阪営林局日原営林署

林和男

1．はじめに

当署では,林齢65年生のケヤキ

を主体とした広葉樹林の間伐を昭

和60年に実施し,その後5年を経

過した平成3年11月にケヤキ造

林木について，間伐実施後の肥大

成長量，間伐直後発生した不定芽

の現況および樹皮割れの原因を調

査したので報告する。

2．調査方法

試験区はA区（間伐率37％)，

B区（同53％）および対照区(C

区）に分けられており，間伐後残

存木のうちの上層木の一部を将来

にわたって生育状況を調査する追

跡調査木として,A区33本(うち

ケヤキ19本),B区20本(うちケ

ヤキ7本),C区16本（うちケヤ

キ5本）を設定している。

肥大成長量は，各試験区のケヤ

キ追跡調査木について測定した。

不定芽は，間伐実施箇所全域につ

いて測定し(表・1)，また樹幹を製

材して不定芽位置の材質を調査し

た。樹皮割れは，割れの幅と長さ

の測定，材部までの影響と樹皮割

れ部位の年輪幅を測定した。

3．調査結果

(1)肥大成長量：昭和60年4月

調査から平成3年11月調査まで

の7年間（間伐効果としては実質

表･1ケヤキ追跡i

6年間分）について見ると,A区

が1.8cm,B区が2.5cI11,対照区

が1.3cI11で，対照区を100とする

とA区は138,B区は192となり，

間伐効果があったがB区において

大きかった。ケヤキは年輪幅が大

きいほど材質が良くなるといわれ

ており，肥大成長量の増大を図る

には材積率で50％程度の相当強

度の間伐が必要であると考えられ

る。

(2)不定芽：ア．発生状況；7年

間の生育状況を見るに表･1のよ

うに，発生率ではA区において増

加したものの,B区では変化なく，

対照区では消滅している。発生箇

所数はA,B区ともに増加してお

り，不定芽の長さは7～9倍成長

し，年平均成長量は6cm前後であ

った。また，前回発生の見られな

かった地上高8m以上にも発生

していた｡イ.材質に及ぼす影響；

製材面で見ると，不定芽が発生し

た付け根の部分が小さな黒い点と

して現れたが，腐れによる死節で

ある。他の調査においても死節と

なり，点々と黒い班点が見られた。

このことから，不定芽は，発生し

てから何十年にもわたって材質に

大きな影響を及ぼしていることが

わかった。

ケヤキ追跡調査木の不定芽の発生状況

調査年月 不定芽
の平均
の長さ

試験区 ケヤキ
の調査
木本数

発生不定
芽本数

発生率 調萱木1本
当だり発生
箇所数

発生箇所の
地上高範囲

昭和61.12
平成3．11

19(本）
19

14(本）
18

74(％）
95

5.6
9.4

5(qII)
35

0.8～8.0(m)
0.5～17.0

A区

B区 昭和61.12
平成3．11

７
７

５
５

１
１
７
７

3.8
6.0

４
７３
2.0～8.0
2.0～120

I

対照区 昭和6112
平成3．11

５
５

３
０

０
０
６ 5.0

0
2
0
2.0～10.0
0

写真･1樹皮割れの状況
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第3回学生林業技術研究論文コンテスト要旨
“学生林業技術研究論文コンテスト"は，林業技術の研究推進と若い林業技術者育成のため当協会が

主催（農林水産省林野庁・日本林学会後援）しているもので，今春第3回を数えました。
大学支部より推薦のあった論文（政策提言を含む森林・林業に関する論文）を今春（3月）慎重に

審査を行い，7本の入賞論文を決定しました。入賞者とテーマは本誌5月号で紹介，5月の総会席上

で表彰を行いましたが，各入賞者に論文の概要をまとめていただきましたのでここに紹介します。
なお，入賞者の所属は，応募時と現在の所属とを併記しました。

●林野庁長官賞

北海道におけるカラマツ素材流通の

現局面一十勝地方を事例として

北海道大学農学部林学科
現・㈱大和ソフトウェアリサーチ 日詰裕中

本研究における目的の第一は，カラマツ素材流通の

実態を解明することである。調査地は十勝地方を選ん

だが，十勝カラマツについては，北尾邦伸氏が詳細な

研究を行っている。円高が進行する以前を対象とした

北尾氏の研究では,｢十勝地区のカラマツ林業は個々の

製材業者の寄り合いであり，単なるカラマツ材の『集

積地』を形成しているにすぎない」】》と指摘されてい

る。確かに，梱包材という単一商品だけを生産してい

た状況下においては，各製材業者の独歩性が強く，あ

らためて地域的な流通システムを追求する必要もなか

ったものと考えられる。しかし本研究においては，大

規模製材業者を中心として，社有林・素材業者・関連

工場などを含むグループ化が高度に発達している状況

が確認された。特に製材業者間においては，グループ

内での専業化・分業化という地域レベルでの出荷体制

も進展している。円高インパクトを受けて，半ば副次

的な意味で形成されてきた業者間のグループ化である

が，「地域流通システム｣の達成に向けて，その存在は

大きな意義を持つのである。

流通実態の変化を分析したことも，それなりの意味

を有すると信じたいが，カラマツ林業において地域的

な流通システムの方向性が確認されたことは，さらに

意義深いと考える。すなわち，低価格の厳しい条件下

で展開されているカラマツ素材流通において組織化が

可能になったことは，分析しだいでは，地域流通の組

織化に必要な条件を明らかにしうるのである。本研究

においても，組織化の発展を支えている条件をさらに

分析すべきだったかもしれない。

本研究における目的の第二は，カラマツ素材流通の

将来的展望を考察することであった。考察は，素材生

産の予測をたたき台として進めたが，カラマツ資源は

近未来的には生産堂増加，長期的には資源崩壊への危

倶という対照的な要素を混在しているだけに，将来的

展望は不透明感を払拭しきれなかった。この資源問題

に関連して筆者は，資源崩壊への確かな対応が実行さ

れないかぎり，「地域流通システム｣の達成は絶対無理

であると考えている。というのは，業者間のグループ

化は，円高という強いインパクトを受けて進展した現

象であった。そして，このインパクトがなかったなら

ば，流通椴造が変化しなかったであろうことは，想像

に難くない。これと同じように，今後の流通高度化に

際しても，何らかのインパクトが必要と考えられる。

現在予想される範囲では，大径材の大幅増加による素

材供給構造の変化が候補であろうが，これとて先行き

に不安材料があれば，インパクトにまでは達しえない

と考えられるのである。

本研究は，十勝地方を事例にカラマツを対象として

考察を進めたわけであるが，地域流通の組織化や，資

源問題への対策など，本論の焦点となっている内容は，

道内における他の地域や，他の樹種に対しても当ては

まる部分が多いのではないだろうか。もしそうだとす

れば，これだけ特徴がはっきりしている十勝カラマツ

林業は，行政の方策をいち早く施すことによって，道

内における林野行政のモデルケースとなりえないだろ

うか。そしてその意味でも，資源問題に対するなるべ

く早い行政の対応が望まれよう。

林野庁における「流域管理システム」の中間報告に

も見られるように，「地域林業｣政策は北海道のみなら

ず，全国の林野行政の中でも注目される政策である。

その意味では，本研究は今日の林政を一面から考えて

きたともいえる。そしてこれを契機として，さらに高

水準の研究につなげていきたいものである。

林業技術No.6061992.9
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引用文献

1）北尾邦伸：「限界地育成林業の展開構造」（1985）

●林野庁長官賞

人工高齢林を保有する林家の行動様

式に関する研究一兵庫県宍粟郡の林家
を事例として

京都大学農学部林学科

現・同大学農学研究科 兼友素子

I研究の課題

現在の日本の森林資源は，本当に円滑に伐られ木材

として利用されているだろうか。また，日本の人工林

の大半を占める戦後造林木が成熟度を増していく今後

はどうだろうか。

成熟しつつある豊富な森林資源の今後を展望する1

つの試みとして，現時点ですでに成熟した高齢級の人
しそう

工林を保有している兵庫県宍粟郡の林家の経営行動に

焦点を当てた。彼らが人工高齢林の取り扱いを巡って

現在どのような経営意識で，どのような行動様式をと

っているのかを，聞き取り調査を基に明らかにするこ

と，これが本研究の課題である。なお，「高齢林｣とい

う言葉は“51年生以上の針葉樹林”を指し，聞き取り

調査は平成3年10月に実施した。

I1類型化による経営行動分析

今回調査した林家は宍粟郡内の8林家で，宍粟郡内

の人工高齢林面積の6．6％,71年生以上については40

％に当たる森林を保有していた。調査結果を基に，以

下，まず林家の経営環境と経営意識を明らかにし，最

後に林家の行動様式を検討した。

1経営環境：以下の経営環境が挙げられる。①昭和

50年ごろから林業収入額に対して林業支出額，とりわ

け造林費が著しく高くなった。②近年，安い外材価格

に影響されて，たとえ高齢林材であっても,80年生ぐ

らいにならないと価格があまり上がらない。③宍粟郡

では集約施業の伝統が薄いことなどから，たとえ高齢

林でも従来の劣勢木の間伐材では，普通は林家の望む

価格では売れない｡④昭和50年ごろまでは常雇労働者

がおり，森林所有者本人が林業に従事することはほと

んどなかったが，現在の林業経営では，所有者本人の

労働力投下が不可欠である。

2.経営意識：以下の経営意識が挙げられる。①林業

支出は必ず林業収入で賄い，林業収支（年間）が赤字

林業技術No.6061992.9

になるような林業経営は避けたいと思っている。赤字

になると作業の中止を考える。②伐採理由が明確でな

いかぎり，伐採しないで次世代に渡そうと思っている。

③優良木ほど，伐らないで林地に残しておこうと思っ

ている｡④昭和50年代ごろから造林費の負担が特に増

えたことから，今では植付けを回避したい，だから皆

伐も回避したいと思っている。

3.行動様式の類型化2以上を背景に，現在の林家の

行動様式が形成されていると考える。その行動様式に

は，まず4つの共通点があった。すなわち，①昭和50

年代半ばごろから皆伐をしていないこと，②その結果，

現在の保育作業は間伐と少々の枝打ちのみになってい

ること，③林業収入は間伐からの収入となっているこ

と，④その林業収入のある人だけしか保育を実行して

いないこと，の4点である。

さらに詳しく分析すると,(i)「現在，家計の主収入

源として林業を選択しているか｣,(ii)「現在,保育を実

行しているか｣，の2点で,林家の行動様式に大きく違

いが現れていることがわかった。そこでこの2点で類

型化を試みると，3類型4型(Ia,Ib,11,111)に

分類できた。

Ia型･･収入間伐型：林業（収入間伐）を主収入と

し，保育も実行する，自家労働力多投型（年間150日

以上)。ヒノキの71年生以上を含む人工高齢林を保有。

一定の生活費を得るために，劣勢木間伐以外に，高く

売れる優良木（林道に近いヒノキの柱角適寸木）の収

入間伐を意図的に行う。しかも伐りすぎず，必要金額

に応じて，伐採量を一定量内に限定する。森林面積は

50～100haを適当と考えている。

Ib型…収入間伐移行型：林業を主収入とし，保育

も実行する，自家労働力多投型(年間150日以上)。現

時点では,Ib型は70年生以上の林分を保有してい

ないため,Ia型のような意図的な収入間伐ができな

いので，劣勢木間伐のみ行い，間伐収入の不足分は素

材生産業で補っている。しかし，自己所有山林のみで

やりくりするIa収入間伐型を指向し，それへの移行

途中にある（山林面較も拡大予定)。

I1型･･保育続行型：林業以外を主収入とするが，保

育は実行する，自家労働力少鐘投下型（年間60日以

下)。十分な林業外収入がありながら，収益が期待ほど

は上がりにくい林業経営を今も続けているこの1I型は，

以下の要因(i)または(ii)がプラスされていたために後述

のⅢ型へと移行せず，ここにとどまっていると考えら

れる。(i)昔から枝打ちするなど集約施業林家で，従来
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の劣勢木間伐でも高価格で売れる。(n)本人が山仕事が

好きで，年齢的にもそれが可能である。

Ⅲ型･･保育中止型：林業以外を主収入とし，保育も

実行していない，自家労働力非投下型｡昭和50年代半

ばごろまでは常雇を抱えて林業経営を行っていたが，

彼らの高齢化による退職後山林労働者を補充しなくな

り，その結果，保育を中止した。

ⅡIまとめ

昭和50年代半ばごろまでは,どの林家も同じような

行動様式（＝皆伐立木売りで，植付けと保育は常雇を

用いて行い，所有者本人の労働力は，あまり林業には

投下しない）をとっていた。ところがその後，労賃高

騰と森林組合の労働力不足が原因で，常雇が高齢にな

って辞めた後の補充を見合わせるようになった。その

ため林業経営には，作業の担い手として自家労働力が

不可欠になったのである。ここで，林業収入を主収入

とするか，しないか，という選択の違いで，一方は自

家労働力投下・林業経営続行型のI型に，他方は，自

家労働力非投下・林業経営中止型の111型に分極化して

いったのである。この1．Ⅲ型が主流の中，集約施業

や林業嗜好など特殊な要因を持っていた，林業以外を

主収入とする林家が11型として残ったと考えられる。

このように，高齢林の木材生産は，間伐によって少

量，分散的に行われ，労働力投下と同様，森林への投

資はごく限られた人々でのみ（積極的に）行われてい

る。林家の行動様式がますます多様化してきている。

高・八ヶ岳・秩父・白山の7天然林集団を対象とし，

八ヶ岳・秩父を除く5集団については，母校剛に採取

した種子からの実生苗の個体別新葉を，八ヶ岳・秩父

については，無結実のため母樹別針葉を材料とした。

これらの材料から全DNAを抽出し，そのDNAを制

限酵素HMWdⅢで消化，電気泳動を行い，スギ葉緑体

DNASalOクローンをプローブとして，サザンハイ

ブリダイゼーションを行った。また，シラビソについ

て，八ヶ岳集団のみ同様の分析を行った。その結果，

オオシラピソおよびシラピソにおける葉緑体DNAの

遺伝的変異について，次のような知見が得られた。

①オオシラピソの葉緑体DNAには種内変異があり，

この変異はいずれの集団においても検出された。すな

わち，図．lのような2つの型(a型,b型）が見られ

た。一般に陸上植物における葉緑体DNAの多様性の

程度は，動物のミトコンドリアDNAや植物の核DN

Aの多様性の程度に比べてきわめて低く，保存的であ

る。しかし，針葉樹の葉緑体DNAについては，その

構造にIR構造を持たないことから，比較的変異が生

じやすいと考えられている。針葉樹では，モミ属をは

じめ多くの種でIR構造が存在しないと報告されてい

る。このことから，モミ属であるオオシラピソの葉緑

体DNAにもIR構造がないと推測でき，その結果と

して，構造変異が生じやすくなっているのではないか

と考えられた。

②オオシラビソの葉緑体DNAは，花粉親の遺伝支

配を受けている，すなわち父性遺伝であることが判明

した。実生の個体別新葉を材料として用いた5山域に

ついては，同一母樹由来の実生個体にも変異が認めら

れた。このことはダグラスモミ，シl､カトウヒ等での

葉緑体DNAの父性遺伝の報告と一致した。

③調査した7山域間で遺伝的変異に緩やかな地理的

勾配が見られた(図・2)。すなわち，葉緑体DNAのb

型個体の頻度は，南から北へと縛度の高まりにつれて

●日本林学会会長賞

オオシラビソにおける葉緑体DNA
の遣伝的変異

筑波大学農林学類生物資源生産学主専攻

現･栃木県林務部造林課田口博代
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オオシラビソ(A6"s"""es"Mast.)はマツ科モミ

属に属し，わが国の亜高山帯針葉樹林を織成する主要

な樹種である。本種は，青森県八甲田山系から石川県

白山山系までの山域に隔離分布している。

本研究は，葉緑体DNAを制限酵素で切断して得ら

れた制限酵素断片長多型(RFLP)をマーカーとし

て利用し，オオシラピソ天然林の葉緑体DNA変異を

明らかにすることを目的としたものである。オオシラ

ピソの主要な分布域である八甲田・早池峰・蔵王・妙

隅
〕
▼

ａ
▼
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州亀← 鱗

図･1オオシラビソにおける葉剥本DNAのサザンハイブ
リダイゼーションバターン

林業技術No.6061992.9
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138｡E

図･2オオシラビソ天然林7集団の位置および各集団にお
ける葉緑体DNAのa型およびb型個体の頻度

低下した。地理的勾配が生じた原因については，これ

までの花粉分析やアイソザイム分析等の研究成果を基

にして考察したところ，分布変遷に関与した創始者効

果によるものではないかと推測された。しかし，この

地理的勾配が適応変異あるいは創始者効果によるもの

かの確定には，さらに今後の研究が必要である。

④シラビソについては，八ケ岳集団のみの調査であ

ったが，シラビソの葉緑体DNAにもオオシラピソと

は異なる種内変異を検出することができた。

以上の結果は，一種類の制限酵素とプローブの組み

合わせで得られたものであるため，オオシラビソおよ

びシラピソにおける葉緑体DNAの遺伝的変異につい

て，ほんの一端を明らかにしたものである。今後，制

限酵素やプローブ数，両樹種の地域集団数等を増やす

ことにより，葉緑体DNA変異の，いっそう精密な結

果が得られるものと考えられる。

●日本林業技術協会理事長賞

林業の啓蒙・PR活動の現状と
問頴点

東京農工大学農学部林学科
現・同大学研究生 藤土久美子

日本の森林の自然条件は，同じ場所で繰り返し木材

林業技術No.6061992.9

資源を生み出す力を持っており，林業は，その木材生

産機能をいっそう高める技術を，連綿と培ってきた生

産活動といえる｡しかし,今日の林業を取り巻く諸事情

の中で，森林の持つ木材生産機能は十分発揮されてい

ない。林業関係者自らが木材生産活動たる林業の意義

を再認識し，長期的視野に立ってその発展を展望する

ならば,一般の人々に対する的確な啓蒙･PR活動がぜ

ひ必要である。そこで本研究では,林業の啓蒙･PRの

活動の現状と問題点を探り，今後のあり方を考察した。

まず,国,都道府県,森林組合連合会を対象に,林業の

啓蒙・PR活動の実施内容について聞き取り調査を行

った結果，常設展示施設の設置や体験学習のための森

林の整備,林業体験教室や林業祭り等のイベント,広報

媒体を利用した事業や行事の案内，の3つに大別でき

ること,活動内容や動員数の規模の点で,林業の啓蒙・

PR活動の中心は都道府県にあることなどがわかった。

次に，47都道府県中44道府県に設置(または設置を

予定）され，一般の人々がいつでも利用できる常設展

示施設に調査の対象を絞り，関東および隣接の11県

13展示施設を訪ねて管理者への聞き取り調査を行っ

た結果,①設置に国の普及指導事業の助成を受け,(社）

全国林業改良普及協会が展示の企画・製作を行い，外

部に管理を委託するというパターンが多々見られる，

②展示の内容と方法が似通っている，③林業の重要性

が十分アピールされていない，④管理の人的体制が十

分でなく，見学者への対応が消極的になりがちである，

等の点が明らかになった。

最後に，展示の効果を明らかにするため，神奈川県

立21世紀の森｢森林館」と茨城県の「森のカルチャー

センター」において，利用人数調査と展示施設見学者

への聞き取り調査を行った結果，①付属しているエリ

アへの来訪者が少ない，②展示の見学時間が短い傾向

にある，③印象に残る展示は，木材の美しさを見せた

展示やジオラマ,パソコンによるクイズなどで,パネル

展示の印象は薄い，等の問題があることがわかった。

以上の結果をまとめると，常設展示施設は，国庫補

助を受け多額の資金を投入して各地に設置されている

にもかかわらず，設置後の効果を期待しにくい状況に

あるといえる。これら既存の常設展示施設を生かすた

めには，①テーマを森林と人とのかかわりに絞ったり，

今日の林業の抱える問題を，展示に加えて林業の意義

と重要性を明確にする，②展示物を厳選して館内にオ

ープンスペースをつくり，展示をゆっくり見てもらえ

るようにする，③見学前に説明を行うことで，興味を



持って見学できるようにする，などの工夫が必要であ

る。

本研究のまとめとして，既存の展示施設にとらわれ

ない新しい展示施設のあり方について検討すると，以

下のような案が考えられる。

（ｲ)ミニシアターを設ける｡内容は,自然破壊と自然を

利用することの違いなどで，臨場感のあるものとする。

（ﾛ)林内にあずまや風の小さな展示室を点々 と設け，

オリエンテーリングをしながら，森林の種類とその役

割の違いを学べるようにする。

例暗い展示施設の中を1､ロッコのような乗り物で移

動し，次々に変わる実物大のジオラマの中を進むうち

に，森林と人とのかかわりの歴史などを学べるように

する。

（ｲ)やいの場合は，来訪者数の確保という面から，む

しろ都市公園などに設置して，多くの人が気軽に利用

できるようにすることも考える必要がある。

今後は，常設展示施設以外のさまざまな活動形態に

ついても調査を進め，林業の果たしうる社会的な役割

を人々に伝えるための，有効な啓蒙・PR活動のあり

方を考えていく必要があろう。

●日本林業技術協会理事長賞

ケヤキ萌芽の起源と発生機構

玉川大学農学部農学科

現・兵庫県和田山農林事務所 尾畑俊彦

1．はじめに

ケヤキ(Zb"o""sg"tmzMz〃伽0)は広葉樹の中で

も特に価値の高い樹種の1つで，他の有用広葉樹と同

じく，その育種が重要な課題となっており，近年は優

良個体の栄養繁殖の方法として，高い萌芽性に着目し，

水さし丸太から得た萌芽枝を用いた組織培養の研究が

進められている。

萌芽は,腋芽の維管束である潜伏枝によって,髄から

つながっている潜伏芽を由来とするものと,形成層,樹

皮内のコルク形成層,師部柔組織,外傷による癒傷組織

などに生じる不定芽を由来とするものとに分けられる。

本研究は，いまだ明らかにされていないケヤキ萌芽

の起源と発生機構を明らかにするために行ったもので

ある。
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2．材料および方法

玉川大学箱根演習林内で，4月5日，7月30日,10

月6日に採取したケヤキ成木2個体(A個体,B個体）

の枝を,50cmに玉切りした後に水さしし，そこから発

生した萌芽の発生部位とその数の調査，萌芽発生部位

1カ所当たりの萌芽枝本数の調査，そして，萌芽の組

織的観察を行った｡枝の水さしは,ガラスケース内の水

深7～8cmの水槽で行い,白色蛍光灯24時間照射,温

度は,10月6日採取分のみ恒温器で25°Cに設定した。

3．結果および考察

萌芽の発生は二列互生となる傾向が認められ(写真・

1)，多くは樹皮表面の枝痕の側部，除去した小枝の付

け根部から発生しており，枝の萌芽発生部位を放射断

面と横断面とに切断したところ，萌芽はすべて潜伏枝

によって髄からつながっていた。また，萌芽の発生部

位をパラフィン切片法によって顕微鏡観察した結果，

初期に発生する萌芽は，すべて潜伏枝の先端で形成さ

れており，その先端部が頂端分裂組織を構成している

ことがわかった。

以上のことより，水さし後の初期に発生した萌芽は，

腋芽由来であると考えられた。

水さし後6週目での，枝1本(50cm)当たりの萌芽

発生部位数は，直径の太い部分ほど多く，採取時期に

着目すると，10月6日に採取した枝が，他の時期に採

取したものよりも少ない結果となった。また，水さし

した後，萌芽が発生するまでの期間に差が見られ，7

月30日に採取した枝が，最も早い結果となった（図・

1)。枝の採取時期，水さし時の温度環境などが，萌芽

の発生に何らかの影響を与えていると推察される。

個体による，また，採取時期による差は認められな

罫

甲

写真･1萌芽の発生部位(7月30日採取，100～150cm位置
の枝。萌芽は2列互生となって発生する傾向が認
められた）

林業技術No.6061992.9
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●日本林業技術協会理事長賞
←A個体4/5←B個体4/5X-A個体7/30*B個体IO/6
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８ 鳥取観光砂丘の植生と

砂の特性・地温変化７
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鳥取大学農学部農林総合科学科
現・鳥取県八頭地方農林振興局 藤井優

研究目的

近年，鳥取観光砂丘の草原化が社会的にも注目され

ている。1940年代後半からの砂防林植栽による飛砂の

減少が草原化の原因に挙げられる。しかし砂丘地の，

高い地温になり土中水分が欠乏しやすい，植物生育上

苛酷な条件が緩和されたために，侵入が進行したと考

える。そこで，砂の特性，地温状態を調査することで，

植物侵入および砂丘草原化の要因を探った。

研究方法と結果の考察

(1)鳥取観光砂丘内に，砂丘列の起伏を含む内陸側

～汀線の長さ約1,200m,幅1mのトランセクトベル

l､を設定し，これを出現植物種類,被度により20に分

割し，①各地域で植物種類別に平均密度，頻度を算出

し,1972年の植生状況と比較し，②地域内の被度によ

って植物の生育量を把握した。被度は，数プロッ|､で

撮影した写真の撮影時の歪を画像解析により補正した

後解析し，その平均値を地域の値とした。

ベルトを内陸側，スリバチ内，汀線側の3地帯に分

割し，1972年の植生頻度と比較すると，いずれも発生

頻度が高くなっており，明らかに植物は広範囲に侵入

した。特に,本来,砂丘地に存在しない種類の植物の混

入と，スリバチの内陸部にかけて裸地の減少が確認さ

れ，これが砂丘の草原化の印象を深めていると考える。

(2)pF試験で得られた植物利用可能水分量と粒度分

析の結果を検討すると，粒径0.106ninl以下の細粒含有

率が強く関係していることがわかったので，ベルト内

の13地帯で表層5cmでの細粒含有率,異なる地形状況

の2点で深度40cmまでの細粒含有率の変化を調査し

た。また，有機物含有量を強熱減量法によって求めた。

0.10611111以下の細粒含有率の大きい場所ほど植物被

度が高い傾向にあり，水分条件が改善されることを反

映している。凹地形では，表層部で細粒含有率が増加

しており，植物の侵入しやすい水分条件を形成したこ

とは明白である。有機物量の影響は確認できなかった。

(3)植物生育にかかわる温度環境については，7月上

旬～10月上旬まで，植物群落内および裸地区の深さ

1週目2週目3週目4週目5週目6週目
水さし後の週

図･150cmの枝1本当たりの平均萌芽発生部位数

写真･2潜伏枝の先端の芽原基（↑印，仕上り約14倍。潜
伏枝とのはっきりとしたつながりを持たない。
Ls:潜伏枝,Phe:コルク皮層）

かつたものの，1カ所の萌芽発生部位から複数の萌芽

が発生することがあった。パラフィン切片による顕微

鏡観察では，1本の潜伏枝の先端の複数の潜伏芽や，

樹皮上に発生した萌芽の腋部に形成された芽原基が確

認された。一方，潜伏枝の先端で形成されている芽原

基のなかには，潜伏枝とのはっきりとしたつながりを

持たないものもあり，それらは不定芽である可能性が

高い（写真･2)。また，枝齢25年の枝の，潜伏枝の横

断面を観察すると，肥大生長は認められなかったもの

の,20年目以降で分枝しているものがあった。これは

潜伏枝の先端での，芽原基の数に変化があったことを

示している。

1カ所の萌芽発生部位から複数の萌芽が発生する場

合は，複数の潜伏芽や萌芽の腋部の芽原基，そして，

複数に分枝した潜伏枝からの萌芽の発生や，潜伏枝の

先端での不定芽の発生などの，さまざまな状況が重な

り合ったものであると考えられる。
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5.20cinの地温と，地上1..3mでの気温，および日射趣

を観測した。

5.20cnlのいずれの深さにおいても，裸地区と比較し

て植物群落内は日最高地温は低く，日較差は小さかっ

た。生育期の最高地温の低下や日較差の緩和は，植物

被覆を増大する方向に影響するだろう。

結論

鳥取観光砂丘の草原化のメカニズムを，①砂防林が

風速・飛砂を緩和し，②くぼんだ地形に微細砂粒の堆

積が生じ,③植物が侵入しやすい水分条件になり,④侵

入植物の被凝による地温への影響が，植物の根茎の生

育阻害の緩和に作用し,本来,砂丘地では生育できない

種の草の侵入までを許すこととなったと，説明できる。
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高知大学農学部林学科
現・同大学農学研究科
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1．はじめに

近年，森林に対する関心が高まっているが，その主

な対象となる広葉樹の生理作用についての知見は，あ

0.51.01．52.02.5

加積通過率(％）

図｡l地形状況による細粒の分布
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の関係
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図･1光合成速度の日変化における3つの型

20

(時）

表･1純光合成速度の最大値と1日の純生産量における回帰直線の傾
きと相関係数

がら漸減する型（図｡lのb)と，日中低下

せず，ほぼ一定の値を保つ型（図･1のc)

の計3型があることが明らかとなった。常

緑樹と落葉樹間の光合成能力の違いは，日

変化では顕著に認められなかった。

各測定日の純光合成速度の最大値と日変

化の図から推定された1日のﾎ姓産量の間

には，有意な相関が認められた(図｡2，表・

日中低下がわずかであるか，午前中早くに飽和に

樹種（常緑） 直線の傾き|相関係数 樋種（落葉） 直線の傾き 相関係数

ウバメガシ

アラカシ

スダジイ

クスノキ

ヤマモモ

1.530

1.403

1.243

0.915

1.235

0.937

0.995

0.965

0.990

0.987

クヌギ

ケヤキ

エノキ

トサミズキ

オオシマザクラ

1196

1.457

1.275

1.405

1.251

0.991

0.976

0.987

0.954

0.988

まり得られていないのが現状である。本研究では，広

葉樹の光合成特性についての知見を得るために，常緑

広葉樹と落葉広葉樹を数種選び，それらの光合成速度

の日変化および季節変化から常緑広葉樹，落葉広葉樹

間に明確な相違が見られるのかなどを検討した。

2材料と方法

材料は，常緑広葉樹としてウバメガシ，アラカシ，

スダジイ，クスノキ，ヤマモモ，落葉広葉樹としてク

ヌギ，ケヤキ，エノキ，トサミズキ，オオシマザクラ

の2～3年生の苗木を用いた。

測定は,1991年4月から11月まで計6回,高知大学

農学部内の苗畑に植栽された材料について，閉鎖型の

光合成測定装置(LI-6200)を用いて，原則として晴

天日に行った。測定により得られたデータは，光合成

速度以外に気温，光量子量などがある。測定した葉は，

各個体の主軸に着生した当年生葉，各1枚である。

3．結果と考察

光合成活動の盛んな時期における光合成速度の日変

化は，午前中に高い値を示した後，日中低下が見られ，

午後に再び高い値を示した樹種が大半であった（図．l

のa)。ほかに午前中に高い値を示した後,増減をしな

1)。日中低下がわずかであるか，午前中早くに飽和に

達し，夕方までほぼ一定の値を保った樹種では，直線

の傾きは大きかった。一方，凹凸の差が大きい日変化

を示した樹種では，直線の傾きは小さかった。この直

線の傾きは，日射量や気温などの環境要因に対する各

樹種の反応の違いを表しているようである。すなわち，

傾きの大きな樹種は，環境要因に対し安定しており，

小さな樹種は，不安定であると考えられた。

1枚の当年生葉における光合成速度の季節変化は，

夏の前後にピークを持つ樹種が多く見られ，その値は，

常緑樹内ではばらつき，落葉樹内ではよく似た高い値

を示した。常緑樹と落葉樹間の光合成能力の違いは，

落葉期はもちろんのこと，着葉期においては春の展葉

期に前者で低い値，後者で高い値が認められたことか

ら，この時期に顕著に現れるようである。つまり，常

緑樹では，環境条件が葉の展開にとって好適になった

としても，落葉樹とは異なり，旧葉による光合成が行

われているいじよう，即応的に新葉を成熟させる必要

がないものと考えられた。
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林 業関係行事 一覧

月9

主雌団体・会場・行蕊内容等区分 行事名 期間

スーパーハウス国際会議 アメリカ合板協会・スーパーハウス国際会議事務局。横浜プリンスホ
テル。多隔階木造共同住宅に関する国際会雛

全国森林とのふれあい推進協識会。下川町公民館大ホール（北海道上
川郡下川町）

r木の町。穴水｣実行委員会。石川県穴水町(市街地店舗，銀行，公民
館等)。緑の美しい自然と人間生活の調和を推進し,文化的な特色ある
豊かな町づくりについて考え，大きく育てることを目的とする

静岡県住宅振興協議会bSBS静岡放送，静岡新聞社

全 国 9.6～17

9.9～11

9.10～17

第4回森林とのふれあいシ

ンポジウム全国大会

r木の町も穴水」ラポール

〃

石 川

静
愛
全

'92住まい博・第28回静岡

県住宅展

'92建築総合展NAGOYA

岡
知
国

５
３
７

１
２
２

－
一
一

２
９
１
５

１
１
２
２

●

●

ｅ

■

９
９
９
９

愛知建築士会，中部経済新聞社。名古屋市中小企業振興会館吹上ホー
ノレ

日本緑化センター。石垣記念ホール（東京都港区赤坂，三会堂ピル9
F)

レクリエーション協会。仙台市内，松島野外活動センター。テーマ：
さんさんいきいきときめくであい

第11回工場緑化推進全国
大会

第4回全国レクリエーショ
ン研究大会

〃

1 0月

主催団体・会場・行事内容等行事名区分 期間

建設省，溜酒製造業・林業退職金共済組合平成4年度林業退職金共済

制度加入促進強化月間

第7回日本秘境サミット

全
福
国
岡

10.1～31

10.2 日本秘境サミット実行委員会，日本むらおこしセンター。福岡県八女
郡矢部村。テーマ：生命の根源，水と緑を守る，「むらの新時代｣をい
かに創るか！

日本林地肥培協会。目的：林地の生産力を増強し，森林の健全性に寄
与する

全国山林種苗協同組合連合会・山梨県山林種苗緑化木協同組合。山梨
県立県民文化ホール

林業・木材製造業労働災害防止協会。飯坂温泉観光会館（福島市飯坂
町字筑前）

第2回森と木のまつり委員会・群馬県。群馬県総合体育センター（前
橋市供i根町)。森林整術フォーラム（講淡・パネルディスカッショ
ン)，森と木のまつり(展示，イベント，山村フェア，特産品展示，即
売）

全国森林組合連合会。東京・コープピル。使用言語；英語，日本語。
テーマ：①各国森林組合の組繊と活勅状況，②森林の維持管理と森林
組合の役劉，③森林組合の課題

ネイチャーゲーム研究所･レクリエーション協会｡募集人数:2,000名
(各会場100名で20会場)。参加蟹：大人20()円，子供100円,幼児は
無料｡実施会場：北海道＝真駒内公園(札幌市)，山形県＝髄城公園(山
形市)，宮城県＝七北田公園（仙台市)，千葉県＝昭和の森（千莱市)，
東京都＝国営昭和記念公園（立川市)，神奈川県＝こどもの国（横浜
市)，埼玉県＝国営武蔵丘陵森林公園（東松山市)，静岡県＝山中城跡
(三島市)，愛知県＝東山公圃(名古屋市)，岐阜県＝福岡ローマン渓谷
オートキャンプ場(恵那郡福岡町)，滋賀県＝栗東自然観察の森(栗太
郡栗東町)，京都府＝京都御所（京都市)，大阪府＝大阪城公剛（大阪
市)，兵庫県＝兵庫県立兎和野高原野外教育センター（美方郡村岡
町)，広島県＝広島県立福山少年自然の家（福山市)，徳島県＝徳島公
園（徳島市)，高知県＝高知城公園（高知市)，愛媛県＝大降ケ台松山
市総合公園（松山市)，福岡県＝舞鶴公園（福岡市)，鹿児島県＝城山
公園(鹿児島市)。応募方法？往復ハガキに希望会場，参加希望者の住
所，氏名，年齢，電話番号を明記のうえ,r〒156東京都世田谷区松
原1-56-9クリオール明大前201号室ネイチヤーケーム研究所
親子で楽しむネイチャーゲーム大会本部」まで。原則として親子また
は家族連れのこと。ただし，小学生以上の場合は子供のみでも参加可

平成4年度第30回全国林

地肥培コンクール

第36回全苗連大会

全 国 10.10~

H5.6.30

10.14
″
″ 第29回全国林業労働災害

防止大会

第2回森と木のまつり

10.15

10.17,18玉華
衝r 馬

全 国 国際森林組合フォーラム 10.22,23

第1回親子で楽しむネイチ
ャーゲーム大会

10．25〃
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今
月
の
ポ
イ
ン
ト

・
火
砕
流
と
闘
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
帯
状
萢
疹
に
有
効
な
セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ

q
６

灰を被って元気の鞍い薬草園のウコン

（本来は葉を大きく広げる）

〃
軽
い
ア
ト
ピ
ー
性
の
子
供
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は

激
し
い
喘
息
症
状
に
加
え
て
、
リ
ン
パ
腺
の
腫
れ

も
出
て
き
て
し
ま
っ
た
〃

〃
子
供
を
外
で
遊
ば
せ
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
灰
に

触
れ
さ
せ
な
い
ほ
う
が
よ
い
の
か
″

同
じ
九
州
の
火
山
で
も
、
桜
島
の
火
山
灰
と
普
賢
岳
の

そ
れ
で
は
ま
っ
た
く
性
質
が
異
な
る
と
の
こ
と
。
前
者
は

ガ
ラ
ス
質
に
富
み
、
太
陽
光
を
通
し
て
〃
ま
ぶ
し
い
〃
と

感
じ
、
水
で
も
簡
単
に
洗
い
流
せ
る
。
し
か
し
後
者
は
、

乾
け
ば
ホ
コ
リ
っ
ぽ
く
舞
い
上
が
り
、
雨
が
降
れ
ば
粘
土

状
に
固
ま
る
。
い
わ
ゆ
る
「
関
東
ロ
ー
ム
」
タ
イ
プ
で
、

ボランティアの学生と被災地の子供たち

ボランティア支援諺演会明治薬科大学奥山獄教授

畿織認謡蕊轄罐鵠長累蕊鐵謙る綴唾iw
口

主催

駒

リ沌K:i

l”厳” ｌ

ｉ
ｌ
‐
！
’一

講演中の筆者

粘
着
性
が
強
く
ブ
ラ
シ
で
こ
す
っ
て
も
簡
単
に
は
取
り
除

け
な
い
。
こ
の
粘
着
性
が
、
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
火
山
灰
に
慣
れ
す
ぎ
『
火
山

灰
の
沈
着
が
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
の
将
来
が
心
配

で
あ
る
。

皮
膚
炎
に
使
用
さ
れ
る
薬
草
と
し
て
、
ア
ロ
エ
、
ビ
ワ
、

モ
モ
の
葉
、
タ
マ
ネ
ギ
（
長
崎
チ
ャ
ン
ポ
ン
に
は
豊
富
に

入
れ
ら
れ
て
い
る
）
、
ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ
、
ホ
オ
ズ
キ
等

が
あ
る
。

「
ホ
オ
ズ
キ
」
（
観
賞
の
た
め
栽
培
）
の
根
を
「
酸
漿
根
」

（
サ
ン
シ
ョ
ウ
コ
ン
）
と
称
し
、
江
戸
時
代
は
堕
胎
薬
と

し
た
。
咳
止
め
に
は
、
果
実
を
砂
糖
に
漬
け
、
そ
の
汁
を

飲
ん
だ
り
、
全
草
を
日
干
し
に
し
、
煎
じ
て
服
用
す
る
。

果
実
の
し
ぼ
り
汁
は
、
各
種
の
か
ゆ
み
を
止
め
る
。
「
セ
ン

ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ
」
（
千
成
酸
漿
）
は
一
年
草
の
帰
化
植
物
。

茎
は
多
く
の
枝
に
分
か
れ
て
広
が
り
、
小
さ
な
果
実
（
球

形
液
質
で
径
一
セ
ン
チ
）
を
多
数
つ
け
る
。
民
間
で
は
果

実
を
解
熱
薬
と
し
、
東
北
地
方
で
は
全
草
（
ツ
ヅ
ラ
ゴ
ソ

ウ
）
を
『
帯
状
庖
疹
』
に
用
い
る
。

皮
膚
炎
に
使
用
さ
れ
る
漢
方
方
剤
に
、
八
味
地
黄
丸
、

桃
核
承
気
湯
、
温
清
飲
、
十
味
敗
毒
散
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
入
浴
剤
と
し
て
「
ク
ア
タ
イ
ム
』
（
エ
ー
ザ
イ
）
、
あ

る
い
は
健
康
食
品
と
し
て
エ
フ
（
武
蔵
野
免
疫
研
究
所
）

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
普
驚
岳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の
事
務
局
長
片
山
博
司
、
隊

長
伊
藤
し
の
ぶ
、
さ
ら
に
は
夏
休
み
期
間
に
深
江
町
で
子

供
た
ち
の
勉
強
・
生
活
の
面
倒
を
見
て
い
る
学
生
を
は
じ

め
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
頭
が
下
が
る
。
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風 土と薬用恒吻．、噛繊
＊

18普賢岳火砕流の影響はここまで来ている

争
拶聯 奥山徹
麓溌 （明治薬科大学・教授）

『
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
』

寺
田
虎
彦
の
有
名
な
言
葉
、
被
災
者
に
と
っ
て
は
思

い
出
し
た
く
も
な
い
言
葉
で
あ
ろ
う
。

島
原
半
島
に
舞
え
る
雲
仙
・
普
賢
岳
が
、
ほ
ぼ
二
○
○

年
ぶ
り
に
噴
火
。
こ
れ
に
伴
う
火
砕
流
の
猛
威
、
一
瞬
に

し
て
四
十
三
名
の
死
傷
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
惨
事
。

こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
土
石
流
。
家
屋
、
田
畑
、
家
畜

を
失
っ
て
、
「
終
息
に
向
か
っ
て
い
る
デ
ー
タ
は
な
い
」

と
分
析
さ
れ
て
い
る
中
で
、
す
で
に
一
年
以
上
を
経
過
し
、

現
在
な
お
八
千
余
名
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

『
火
砕
流
』
は
我
々
素
人
に
は
耳
新
し
い
呼
び
名
。
高
温

の
火
山
灰
や
溶
岩
が
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
山
の
傾
斜
を
駆

け
下
り
、
建
物
を
焼
き
払
い
人
畜
な
ど
の
大
量
死
を
招
く
。

火
山
活
動
の
中
で
最
も
危
険
度
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。

先
日
、
〃
火
山
灰
に
お
け
る
呼
吸
器
障
害
対
策
・
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
対
す
る
自
己
防
衛
″
と
い
う
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
講
演
」
の
た
め
、
問
題
の
深
江
町
、
島
原
市

に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

名
物
〃
長
崎
チ
ャ
ン
ポ
ン
″
そ
し
て
異
国
情
緒
を
感
じ

さ
せ
る
穏
や
か
な
南
国
・
島
原
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン

弾
圧
に
対
す
る
「
島
原
の
乱
」
、
眉
山
の
崩
壊
に
よ
る
山
崩

れ
と
津
波
に
よ
っ
て
多
数
の
死
者
を
出
し
た
歴
史
を
持

つ
。
有
明
海
に
囲
ま
れ
、
何
事
も
な
い
よ
う
に
静
ま
り
返
っ

て
い
る
町
並
み
。
し
か
し
、
ど
こ
の
屋
根
も
、
庭
や
垣
根

も
、
火
山
灰
で
白
く
覆
わ
れ
て
い
る
。

「
水
無
川
」
。
火
砕
流
で
無
残
に
も
打
壊
さ
れ
た
平
和
な

家
庭
の
残
骸
、
生
々
し
い
傷
跡
の
現
場
に
直
接
足
を
踏
み

入
れ
た
。
さ
ら
に
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
被
災
者
た
ち
が

収
容
さ
れ
て
い
る
仮
設
住
宅
。
元
気
に
遊
ん
で
い
る
子
供

た
ち
の
そ
ば
で
、
う
つ
る
に
た
た
ず
ん
で
い
る
お
年
寄
り
。

そ
れ
に
し
て
も
、
普
賢
岳
の
危
険
地
帯
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ

て
も
い
な
い
場
所
に
、
い
か
に
も
貧
弱
な
仮
設
住
宅
。
こ

れ
ま
で
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
画
面
と
は

ま
た
違
っ
た
悲
惨
さ
を
感
じ
た
（
本
誌
八
月
号
に
は
ス
ー

パ
ー
ス
チ
ー
ル
ダ
ム
の
施
工
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
参

照
）
。「
旧
島
原
藩
薬
園
跡
」
の
薬
草
園
。
島
原
藩
主
が
、
藩
の

医
学
校
「
済
衆
館
」
の
庭
園
に
薬
草
類
を
栽
培
さ
せ
た
こ

と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
雲
仙
岳
の
麓
に
薬
草
園
を
移
し

た
。
数
名
の
職
員
が
毎
日
世
話
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ベ
ッ
ト
リ
と
灰
を
被
っ
て
い
る
貴
重
な
薬
草
。
ま

た
、
葉
一
面
が
灰
を
被
り
、
満
足
な
成
長
も
で
き
な
い
野

菜
・
果
樹
類
、
い
ず
れ
も
商
品
価
値
に
は
ほ
ど
遠
い
。
人

間
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
火
山
灰
に
覆
わ
れ
た
哀
れ
な

植
物
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

こ
れ
ら
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
事
実
、
被
災
者
の
多

く
は
体
の
不
調
を
訴
え
、
喘
息
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に

悩
ま
さ
れ
、
今
後
の
生
活
に
対
す
る
不
安
は
日
が
た
つ
に

従
っ
て
増
し
て
い
る
と
い
う
。
問
題
の
深
刻
さ
と
そ
の
奥

の
深
さ
に
強
く
心
を
打
た
れ
た
。

講
演
終
了
後
、
質
問
が
矢
継
ぎ
早
に
飛
び
出
し
て
き
た
。

予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
は
い
え
、
核
心
に
触
れ
た
、
今

現
在
悩
ん
で
い
る
問
題
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
。

〃
毎
日
降
っ
て
く
る
灰
の
中
で
の
生
活
、
将
来
生
ま

れ
て
く
る
子
供
た
ち
へ
の
影
響
は
な
い
だ
ろ
う

か
〃
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二百地蔵の杉並木江戸時代のまま固定された宿場町

あ
る
。
新
道
は
今
も
権
兵
衛
街
道
と
呼
び
、
鍋
掛
峠
は
権

兵
衛
峠
と
な
っ
た
。

権
兵
衛
峠
を
木
曽
側
へ
下
る
道
は
、
奈
良
井
川
沿
い
に

奈
良
井
へ
入
っ
た
。
奈
良
井
の
問
屋
は
、
木
曽
路
の
通
行

を
支
え
た
伊
那
米
を
も
牛
耳
っ
た
の
で
あ
る
。
繁
栄
し
た

は
ず
だ
。

米
の
年
間
消
費
量
は
統
計
が
な
い
け
れ
ど
も
、
江
戸
時

代
最
大
の
食
糎
危
機
と
い
わ
れ
た
天
明
大
飢
鯉
の
年
（
一

一
』
〃
、

七
八
三
）
、
木
曽
十
一
宿
を
合
わ
せ
て
約
八
千
石
の
酒
を

造
っ
た
記
録
が
あ
る
。
一
・
八
リ
ッ
ト
ル
ピ
ン
八
十
万
本

ｌ
ひ
ど
い
話
だ
。

奈
良
井
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
末
期
の
民
家
を
、
今
で

も
約
百
八
十
軒
残
し
て
い
る
・
木
曽
で
は
妻
籠
と
こ
こ
と
、

二
つ
の
町
が
国
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ

れ
、
電
柱
、
電
線
を
地
下
へ
埋
め
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
古

い
町
並
み
は
実
に
す
っ
き
り
と
し
て
美
し
い
。
難
を
言
え

ば
、
国
道
バ
イ
パ
ス
が
あ
り
な
が
ら
、
旧
街
道
に
も
自
由

に
車
の
通
行
を
許
し
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
や
む
を

得
な
い
。
妻
篭
は
観
光
一
本
だ
が
、
奈
良
井
は
数
が
少
な

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
今
も
曲
物
や
漆
器
を
作
る
家
が
あ

る
ｌ
生
産
を
伴
う
人
の
暮
ら
し
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
姿

を
と
ど
め
た
ま
ま
、
こ
の
町
は
生
き
続
け
て
い
る
の
だ
。

葱
し
ば
り
た
て
し
豚

水
の
い
い
町
で
あ
る
。
町
を
歩
く
と
、
出
梁
造
り
縦
繁

一
』
孟
子
ｌ
し

格
子
の
美
し
い
宿
場
建
築
群
が
続
く
中
に
、
木
の
水
槽
へ

山
清
水
を
引
い
た
水
飲
み
場
が
、
合
計
五
つ
あ
る
。
細
い

と
い樋
か
ら
、
常
に
水
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
。
近
年
は
五
つ

全
部
が
山
清
水
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
そ
う
だ
が
、
こ
こ

は
標
高
九
百
メ
ー
ト
ル
、
軽
井
沢
よ
り
高
い
谷
に
あ
る
。

水
は
清
涼
で
、
さ
わ
や
か
な
い
い
味
が
し
た
。

見
ど
こ
ろ
に
マ
リ
ア
観
音
と
疎
石
流
の
庭
を
持
つ
大
宝

寺
、
古
民
家
は
上
問
屋
資
料
館
、
櫛
屋
だ
っ
た
中
村
邸
の

二
粁
が
公
開
さ
れ
て
い
た
。
宿
場
建
築
は
み
な
そ
う
だ
が
、

間
口
は
狭
く
奥
行
が
深
い
。
た
い
て
い
棒
の
よ
う
に
細
長

い
土
間
を
一
本
、
奥
行
い
つ
ぱ
い
に
通
し
、
店
、
勝
手
、

中
の
間
、
座
敷
と
一
列
に
部
屋
を
配
し
て
い
る
。
狭
長
な

敷
地
を
実
に
便
利
よ
く
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

宿
場
の
南
外
れ
に
二
百
地
蔵
が
あ
る
。
そ
の
参
道
の
老

杉
の
並
木
が
実
に
い
い
雰
囲
気
で
、
奈
良
井
を
訪
ね
れ
ば

私
は
必
ず
こ
こ
へ
寄
る
。
簡
素
な
地
蔵
堂
参
道
を
挟
ん
で
、

右
六
列
、
左
六
列
、
一
列
十
五
、
六
体
の
小
さ
な
石
仏
が

き
れ
い
に
並
ん
で
い
る
。
由
来
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の

中
に
は
必
ず
一
体
、
自
分
に
似
た
石
仏
が
あ
る
そ
う
だ
。

山
里
の
庶
民
の
祈
り
が
聞
こ
え
る
…
：
．
奈
良
井
は
九
度
焼

け
て
お
り
、
火
が
出
れ
ば
板
壁
一
枚
で
隣
家
と
接
す
る
谷

の
町
は
、
一
度
に
焼
け
た
。

木
曽
路
は
奈
良
井
で
終
わ
り
、
と
し
て
い
い
。
北
の
平

沢
は
漆
器
の
町
と
し
て
知
ら
れ
、
平
沢
の
五
キ
ロ
ほ
ど
下

に
え
か
わ

流
に
木
曽
北
端
の
宿
場
町
焚
川
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
も

う
宿
場
の
面
影
を
と
ど
め
な
い
。
鉄
道
も
国
道
も
狭
い
谷

せ
ぱ

を
平
行
し
て
ゆ
る
や
か
に
下
り
、
洗
馬
で
広
々
と
し
た
平

原
へ
飛
び
出
す
。
松
本
平
で
あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
も

ち
ょ
っ
と
劇
的
で
面
白
い
。

一
錘
噌
確
杢
却
司
罫
恥
誇
咽
涯
耀
了
い
た
し
ま
す
。
ご
愛
読
一
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I

奈良井宿 江戸の香りの残る町

小山和
(旅行作家）

木
曽
路
最
大
の
難
所
と
い
わ
れ
た
鳥
居
峠
を
、
南
か
ら

北
へ
越
え
る
と
、
坂
の
終
わ
る
所
か
ら
、
狭
い
谷
の
底
へ

長
く
延
び
る
街
路
と
な
る
。
奈
良
井
宿
で
あ
る
。
通
い
慣

れ
た
人
は
と
も
か
く
、
木
曽
谷
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
き
て
峠

を
越
え
た
人
々
は
、
鷺
き
も
し
、
不
思
議
な
気
分
に
も
襲

わ
れ
た
だ
ろ
う
、
と
思
う
。

今
ま
で
南
へ
流
れ
続
け
て
い
た
川
が
、
奈
良
井
で
は
北

へ
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
央
ア
ル
プ
ス
は
主
峰
駒
ヶ

岳
の
北
で
二
つ
に
分
か
れ
、
東
は
権
兵
衛
峠
Ｉ
経
ヶ
岳
と

な
っ
て
伊
那
谷
の
西
を
ふ
さ
ぐ
。
西
の
支
脈
は
茶
臼
山
１

大
棚
入
山
ｌ
姥
神
峠
Ｉ
鳥
居
峠
と
延
び
て
鉢
盛
山
系
へ

つ
な
が
る
。
茶
臼
、
大
棚
入
に
発
す
る
沢
は
北
流
し
て
奈

良
井
川
と
な
り
、
松
本
の
北
で
梓
川
へ
合
流
す
る
。
鳥
居

峠
が
分
水
界
と
な
っ
て
、
日
本
海
へ
注
ぐ
水
と
太
平
洋
へ

流
れ
る
川
を
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
い
い
の
だ
が
、
お
か
し
い
の
は
細
長
い
尾
根
を

挟
み
、
木
曽
川
と
奈
良
井
川
が
平
行
し
て
い
ず
れ
も
南
北

へ
流
れ
て
い
る
。
一
方
は
南
へ
、
片
方
は
北
へ
…
…
こ
ん

な
分
水
嶺
は
、
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
よ
う
に
思
う
。
峠
を
下
っ

て
川
を
見
て
、
や
や
や
、
と
驚
く
の
は
無
理
も
な
い
。

『
木
曽
路
図
絵
』
は
、
繁
昌
の
宿
な
り
と
書
く
。
奈
良
井

千
軒
と
誇
っ
た
の
に
は
三
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
木
曽
路

わ
ん

ま
げ
も
の
じ
ゆ
う
ば
達
く
し

北
口
の
宿
場
で
あ
り
、
椀
、
折
敷
、
曲
物
、
重
箱
、
櫛
な

ど
の
生
産
地
で
あ
っ
た
。
「
木
曽
物
と
い
ふ
は
此
事
な
り
」

と
図
絵
は
書
い
て
い
る
か
ら
、
江
戸
時
代
末
期
の
木
曽
木

工
品
は
、
木
曽
谷
で
は
な
く
奈
良
井
谷
が
本
場
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
奈
良
井
が
米
の
集
散
地
に
な
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
な
っ
た
、
と
い
う
表
現
は
お
か
し
い
が
、

平
野
の
な
い
木
曽
は
も
と
も
と
住
民
を
菱
う
ほ
ど
の
米
も

産
し
な
い
。
ソ
バ
、
ア
ワ
を
焼
畑
で
作
り
、
山
菜
、
川
魚
、

山
の
鳥
獣
を
捕
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
、
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
徳
川
家
康
が
木
曽
路
を
開
い
て
外
界
と
の
交

流
が
容
易
に
な
る
と
、
馬
が
よ
い
現
金
収
入
源
と
な
っ
た
。

往
来
を
支
え
る
米
は
、
南
木
曽
方
面
が
美
濃
に
頼
り
、
北

木
曽
が
主
と
し
て
伊
那
谷
の
沃
野
に
頼
っ
た
。

伊
那
の
米
は
三
州
街
道
を
北
上
し
て
い
っ
た
ん
塩
尻
へ

入
り
、
鋭
角
に
南
へ
折
れ
て
木
曽
へ
運
ば
れ
た
。
二
つ
の

谷
を
隔
て
る
中
央
ア
ル
プ
ス
が
越
え
ら
れ
ず
に
、
大
き
な

う
回
コ
ー
ス
を
と
っ
た
の
だ
。

姥
神
峠
の
西
の
山
腹
に
、
神
谷
と
い
う
小
さ
な
山
の
集

落
が
あ
る
。
神
谷
に
住
む
古
畑
権
兵
衛
は
、
伊
那
へ
抜
け

る
鍋
掛
峠
を
改
修
し
て
ア
ル
プ
ス
越
え
の
新
ル
ー
ト
を
開

こ
う
、
と
提
案
し
た
。
伊
那
の
住
民
は
反
対
し
た
が
、
木たみ

曽
代
官
と
伊
那
の
領
主
が
賛
成
し
た
か
ら
、
か
ぼ
そ
い
民

の
声
な
ど
通
る
は
ず
が
な
い
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
、

両
側
か
ら
工
事
を
進
め
、
牛
馬
の
通
る
新
道
を
完
成
し
た
。

伊
那
の
米
は
ほ
ぼ
四
分
の
一
の
距
離
で
木
曽
へ
届
い
た

が
、
伊
那
の
衆
は
案
の
定
、
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
。
米
は

強
制
的
に
買
い
上
げ
ら
れ
て
木
曽
へ
送
ら
れ
、
交
通
が
便

ふ
り
粋
叩
》
こ
う

利
に
な
っ
た
分
、
助
郷
の
負
担
が
激
増
し
た
。

助
郷
と
い
う
の
は
、
街
道
交
通
を
支
え
る
人
馬
供
給
制

度
で
、
村
高
百
石
当
た
り
人
夫
二
人
、
馬
二
頭
の
負
担
と

決
め
ら
れ
て
い
た
。
ど
う
も
こ
れ
は
下
限
で
あ
っ
て
、
上

限
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
。
歯
止
め
が
な
い
。
伊
那
衆
は
虎

の
子
の
米
を
吸
い
上
げ
ら
れ
、
助
郷
負
担
に
泣
い
た
の
で
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篭

林業いまだ存在せず
－新聞と林業

はじめに

昨年の『林業技術」11月号，農

林時事解説欄に「ホントがウソで

は困るのである」が掲載された。

林業，林産業に関する新聞報道の

あり方についての批判で，私もま

ったく同感であった。日ごろ，新

聞の林業関係報道に「腹ふくるる

思い」の私には，一服の清涼剤の

感がした。

この一文に触発されて，私も日

ごろのうっぷんを晴らす気持ちで，

新聞と林業について筆を取った次

第である。

全国植樹祭の報道

毎年行われる全国植樹祭は，林

業界にとって最大のイベントであ

る。しかし，新聞はく夕数行でう

天皇，皇后両陛下の動向を報道し

ているにすぎない。

最近わりあい大きく報道された

のは，平成2年に長崎県島原地区

で行われた第41回大会である。し

かし，それは，大会会場で県が配

布した木製の折り畳みイスの操作

ミスで，参加者が指をケガした記

事であった。全国版で三段四段抜

きで報道され，肝心の全国植樹祭

林業技術No.6061992.9

のせしげお

能勢誠夫

は相変わらずべ夕数行の記事であ

った。

戦後，荒廃した国土の復興を願

い，昭和25年以来毎年欠かさず，

草深い山奥まで足を運ばれ，自ら

小さな苗木を植えられた昭和天皇

の御業績，戦後1000万haの植林

地を造り上げた林業，そして現在

その林業が抱えている課題など，

全国植樹祭を記念した特集記事の

材料はたくさんあると思う。

環境問題に熱心で，事あるごと

に緑化を叫ぶ新聞が，このような

特集をしてもよいと思うが，残念

ながらお目にかかったことはない。

指のケガの記事で，全国植樹祭の

行われたことを国民が知るなど，

まことにおかしな話である。

台風災害と自然破壊

昨年秋の台風は，全国各地の森

林に大きな風倒被害をもたらした。

長年，手塩にかけわが子のように

育ててきた美林が，一夜にして壊

滅したのである。森林所有者の心

情，察するに余りあるものがある。

地域によっては，林業，山村の崩

壊を生じかねない大事件である。

しかし，新聞は全国版では，農林

水産省発表の被害状況を，事務的

に報じているにすぎない。林業被

害額の千数百億円は近年にない大

被害であるが，浪速の一料亭の女

将に1兆円近い融資が行われたバ

ブルのころ，一般国民に何ほどの

インパクトを与えたであろうか。

著名な評論家竹村健一氏と大分

県平松知事とのトーク番組で，平

松知事が被害の大きさ，処理の難

しさ，翌年の集中豪雨等の二次災

害の心配などについて何も報道し

ないマスコミを批判し，竹村氏が

初耳だと驚いていたのが印象的で

あった。かって，知床国有林の数

百本の択伐を自然破壊だと狂気の

ごとく報道したマスコミである。

択伐計画の是非について委託を受

けた調査機関が調査に入ったとき，

調査員十数名に対し，集まってき

た新聞，テレビ関係者は100名近

かったという。適正な森林施業の

必要性を主張する多数の林業関係

者の声をまったく黙殺し，自然保

護一辺倒の報道をし，世論形成を

していったマスコミの力を当時し

みじみ知らされたものである。

ところで，今回の風倒被害はお

そらく数千万本に及ぶのではない

か。しかも，計画的に自然環境な

どに配慮して伐採するのとは異な

り，まったく無差別に被害を受け

たのである。人工林被害が主体で

あるから，新聞は自然破壊ではな

いというのであろうか。

知床数百本の自然環境を配慮し

た択伐に比し，今回の風倒被害は

比べものにならない大規模な自然

破壊だが，新聞はなぜか黙して語

らずである。

国民森林会議会長・大内力京大

名誉教授の「森林台風被害復旧を

急げ」と題する一文が，朝日新聞



の論壇柵に掲載された。おそらく

新聞を見るに見かねての投稿だっ

たと思う。

「社会の木鍋を自負し，『声な

き民の声」を伝えるという新聞な

ら，大内名誉教授の投稿を待つこ

となく，手塩にかけた森林を失っ

た人々の悲しみ，放置することに

よる二次災害の危'険，被害木処理

についての支援など，自ら一大キ

ャンペーンを行うべきであろう。

花粉症とマツクイムシ防除

先年，某大学教授のスギ花粉症

についての投稿が同じ論壇に掲載

された｡｢スギ花粉症の元凶である

スギを植えさせたのは林野庁であ

る。林野庁は責任をもってスギを

伐採させるべきである」というの

が投稿の趣旨である。

スギ林に囲まれた山村の人々が

花粉症などどこ吹く風で，スギの

まったくない都市に多いのは，環

境汚染との複合的症状だという意

見もあるのに，乱暴な論文を掲載

するものである。

以前，久しぶりに林業関係の記

事が新聞に掲載された。マツクイ

ムシ防除特別措置の5カ年延長に

ついてである。空散反対の自然保

護派のコメントが付いていた。中

で出色だったのは，記事によれば，

マツクイムシ防除の権威といわれ

る某国立大教授の「もともと科学

的根拠の全くない空散は全廃すべ

きである」というコメントであっ

た。この意見によれば，特別措置

実施以来15年間の空散はすべて

効果がなく，国費のむだ使いとい

うことになる。事実とすればたい

へんなことだが，このコメントに

対する林野庁，森林総合研究所な

どの意見や反論は掲赦されていな

いのである。まったく片手落ちの

一方的な報道といわざるをえない。

取材の手間を省いたのか，意図し

て反論を掲載しなかったのか，報

道の公正の原則を忘れた怠慢きわ

まりない記事である。

鉄労いまだ存在せず

文芸評論家として有名な山本七

平氏と，辛口コラムで著名な山本

夏彦氏の対談集を読んだ。その中

で印象に残った話に「鉄労いまだ

存在せず」がある。この対談集の

初版は昭和59年なので,国鉄民営

化以前の話である。

当時の国鉄には，三大労働組織

として国労，鉄労，動労があった。

鉄労は，国労，動労の闘争至上主

義の運動に飽き足らず，脱退した

人々により組織され，国労，動労

から第二組合として激しく攻撃さ

れた。山本夏彦氏によると，国労，

動労の厳しいいじめや，嫌がらせ

により，心労のあまり自殺した鉄

労組合員も多かったという。しか

し，新聞はなぜか報道せず，国労，

動労は記事にしても,鉄労は10年

余にわたり，新聞紙面に現れるこ

とはなかった。新聞に黙殺された

鉄労は，動労を上回る組織であり

ながら，世間に知られなかったの

である。山本夏彦氏は,「鉄労いま

だ存在せず」と何度も月刊誌，週

間誌のコラムに書いて新聞の報道

姿勢を批判したという。

いまやこの鉄労が，新生JR躍

進の原動力となっているのである。

林業いまだ存在せず

新聞はかつて“林業”と声高に

論じたことがある。木材価格高騰

時に，国有林の増伐を含め，木材

供給を増やせと犬合唱したことが

ある。

一転して森林伐採を自然破壊と

して厳しく批判するようになった
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のは,昭和45年以降だと思う。昭

和45年は，木材自給率が50％以

下となった記念すべき年である。

以来，今日まで新聞が森林を報道

するのは，自然保護と環境保全と

のかかわりだけである。

唯一，林業白書が公表されたと

きに，全国紙の社説に林業が登場

したのであるが，今年はわずかに

1紙だけのようである。

昭和45年以降，今日まで20年

余にわたる新聞の報道姿勢を見る

と,要するに,新聞に“林業”はな

いのである。山本夏彦氏流にいえ

ば,｢林業いまだ存在せず』である。

しかし，いつまでもこれでは困

るのである。かつてr鉄労いまだ

存在せず」であった鉄労が，国鉄

経営の行き詰まりと，国労，動労

の現状無視の無謀な闘争から，し

だいに新聞紙上で適正に評価され

脚光を浴びるようになったように，

林業も正当な評価を得るよう努力

する必要があろう。

近年，森林問題について林業側

も，環境保全，公益的機能，海外

協力，リゾー1､など，マスコミ受

けする話題提供に偏り，知らず知

らずのうちに本来の“林業”をや

やないがしろにしてきたきらいが

ある。もう一度原点に返り，林業

の重要性，林業が果たしてきた役

割，森林造成の成果などを，真正

面からマスコミに粘り強く訴える

ことが必要であろう。

今年は「持続可能な森林経営」

をキーワードとする地球サミット

開催年である｡新聞紙上で"林業”

が正しく評価され，林業が抱えて

いる困難な課題が，一般市民の理

解と支援の下，解決する方向に向

かうことを期待したい。

（側北海道林業会館理事長）
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林業人は，“木"への信仰にも似た

思い入れが強すぎ，木ほど良いも

のはないとの自負の塊のような人

が多い。このため，折りに触れ若

者との感覚の差異にギャフンとな

る。新木の香り漂う建物に入りそ

の香りに心酔している傍らで若者

がのたまう。「なんだこの"臭"は，

クセーナ｣と｡若者にとっては‘‘香”

ではなく嫌悪を感ずる"臭"なので

ある。分厚い一校仮で年期の入っ

たテーブルを目の前にし，その重

厚さに見とれ，年輪が刻む年代に

想いをはせ，木肌の持つ柔らかさ

を手のひらでめでているとき，突

然若者が叫ぶ。｢なんだこのテーブ

ルは，キタネーナ」と。木の持つ

色もつやも若者には汚れたものと

映り，木のぬくもりも年代も無関

係の合成樹脂のテーブルを美しい

農林鶏

常識でない常識もあるのである

小学校の社会科教科書に今年度

から森林・林業が復活したことは

林業界にとって大いに歓迎すると

ころ。タイミングよろしく今年2

学期から週5日授業制が採られる

ことになったことから，このゆと

りのサタデーを狙って林業界はさ

まざまなプログラムを作り，教育

関係者や児童・生徒にいっせいに

誘いの手を差し出している。森林

教室，自然観察，体験林業，森林

浴,木工教室などの催し物,森林・

林業の冊子の配布や森林講座を開

いて直接教育の場に呼びかけるな

ど，この際長かった教育面でのブ

ランクを一挙に取り戻すべく懸命

のラブコールを展開，まことに涙

ぐましい限りではある。

こうしたことに水を差すつもり

は毛頭ないが，日常，都会の若者

と接しての感じを少し述べると，

あまりにも林業人が常識としてい

ることとの隔たりが大きすぎて樗

然とするのである。森林について

大いに興味を持つと自称する大学

生からこんな質問を受けた｡｢植林

して10年も放っておけば大きな

木になる林業がどうして採算が取

れないのか？」｢山で植物をカマで

刈っているのを見たがどうして自

然を壊すようなことを平気でする

のか？｣｢植えた木を伐るのは理解

するが，なぜ自然に生えた森の木

まで伐るのか？」と。これに答え

るにはかなりの忍耐と幼児を諭す

ごとき言葉選びが必要なのである。

とする感覚に育っているのである。

こうした隔たりは限りないほど深

く，そして広がっていると感じて

ならない。

あるテレビ局が若者に日常の家

世界の丸太消費と日本i統計鐸みる日本の林薬I

丸太生産量に丸太輸入量を加え，

丸太輸出量を引いたものを丸太消

費量ととらえると，世界の丸太消

費量は1990年現在で約346億㎡

であり，このうち用材として16．6

億nf,薪炭材として18億nfが消費

されている。

これを地域別に見ると，全体の

33%(11.21Xnf)をアジアが占

め，次いで北中米20％，アフリカ

15％の順となっている。

また，先進地域，途上地域別に

消費量を見ると，先進地域は全体

の消費量の84％を用材として利

用し，薪炭材としての利用は少な

いが,途上地域では薪炭材が80％

地域別丸太消費量

1gm､
'2

｜、

篝
'0

８
６ 霧

溌
蕊
灘
鶴
一

恥

4

篝雲霞一２
０
アジア北中米

資料:FAO林業生産年報(1990)
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鴎ロ坦

騨■ロ

■、、一ヘハヘヘーー一ぬ一里、
事をやらせる番組があって，20

歳ぐらいのOLにご飯を炊かせ

ると，なんと米を洗済で洗って

炊飯器に仕込んでいるのである。

また角材にカンナをかけさすの

もあり，若者が挑戦。カンナの

刃を出しすぎて引っ込めるのに

四苦八苦，とうとう刃先をカナ

ヅチでたたいてポロボロにして

しまった。見せられたほうは仰

天したり鳥肌力泣ったり。これ

は非常識極まりないとは思うが，

彼らの世界では常識の範ちゅう

なのかもしれないのである。

ことほどさように年代の違い

や住む世界の違いなどで，それ

ぞれが持つ常識なるものには思

いもつかないほどのギャップが

あるということであろう。こう

したことを十分認識したうえで

"ゆとりのサタデー"に狙いを定

めないことには，せっかくの意

気込みも空回りし，骨折り損の

くたびれもうけになるやもと

…････これ老婆心。
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煙害の状況：上（
況；下（同63年)，

(昭和30年)，煙害地の荒廃状

，煙害地の復旧状況
（十和田営林署提供）

十和田湖から秋田へ抜ける国

道が青森県境から秋田県小坂町

に入る一帯は，ニセアカシアの

森林に覆われている。6月とも

なれば，白い花が咲いて，甘い

香りの漂う桃源郷のような地域

になる。町もそれを売り物にし

て，観光客に呼びかけている。

だが，この華やかさの陰には，

人の，そして森林の悲惨な煙害

受難の歴史があった。

昭和8年度の「国有林野所在

町村ノ町村勢並国有林野ノ地元

施設状況調査｣(北秋田郡長木村

の項）には次のような記載があ

る｡r日本三大美林ノートシテ天

下ニ其ノ名ヲ誇りダル長木沢モ

今ハ昔日ノ悌ｰｸ良材林ダル長

木川本流地帯ハ過半伐採セラレ

此ノ面積4033町歩ニ達シ，（中

略）如斯伐採ハ小坂鉱山煙害ニ

因り伐採ノ余儀ナキニ至レルモ

ノナルガ之ガ伐採跡地ハ鉱煙害

地帯ニシテ造林頗ル困難ニシテ

加フル二野火延焼ニヨリ，造林

意ノ如クナラザル（後略)」と。

小坂鉱山の煙突から排出される

酸性硫黄の煙により，秋田天然

スギの美林が全滅した模様を伝

える話録である。

小坂鉱山は文久元年（1861）

以降銀山として経営されていた

が,明治35年に黒鉱精錬の本格

操業を開始して以降，銅生産が

主力となっていった｡明治40年

には足尾，別子，生野銅山を抜

き日本一の産額を示している。

黒鉱乾式精錬法成功によって銀

山から銅山への転換を果たしえ

たのであったが，しかし，この

精錬法はまた煙害の発生源とも

なったのである。煙害の実情に

ついて上記「調査書」は，国有

林と同じく民有林もまた大量に

枯死し，その森林を皆伐したた

め，「見ルベキ森林｣はまったく

なくなったとしている。この荒

廃森林の復旧に，治山樹種とし

てニセアカシアが大量に植栽さ

れたのである。

長木沢は，かっては秋田藩士

加藤景林が，心血を注いでスギ

の美林を造林した場所である。

そのスギが煙害で枯れ，ニセア

カシアに変わった。白い，甘い

花陰には，この地域の政治と経

済の歴史が秘められている。

（筒井廸夫）
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と消費量の大宗を占めている。

途上地域では，こうした薪炭材

消費や農用地への転用，不適切な

焼畑移動耕作等により森林資源が

減少して，土壌侵食等による災害

の多発，森林の草原化，砂漠化が

深刻化し，地域住民に深刻な影響

を与えているとともに，地球的規

模の問題として温暖化の加速，野

生生物の種の減少等をもたらして

いる。

このような中で，世界の丸太輸

出量に対する日本の丸太輸入量の

割合を見ると39％となっており，

自力では，その森林資源を適切に

管理していくことの難しい多くの

途上国に対し，技術，資金等の面

で支援を行い，熱帯林問題等の解

決に向けて積極的に貢献すること

が求められている。
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杉浦孝蔵の 5時からゼミ

学ぼう高齢者に
日本人の平均寿命は，1992年6

月22日の厚生省発表によると,男

性76.11歳，女性82.11歳で世界

第1位の座にある。当分，世界最

長寿国を維持できるという。

平均寿命に達した方は男女とも

に明治の末期に誕生された方で，

明治・大正・昭和および平成の長

きにわたり，国の内外を問わず，

自然界，経済界などいろいろな現

象に遭遇しこれを乗り越え，その

中で己を知り己を確立して今日に

至っている。つまり，世相の変遷

を直視し体験された方である。ま

詞I蛎語WiN

炭やきの会編

環境を守る

炭と木酢液

発行：家の光協会

(=03-5261-2301)

A5判,206頁

定価1.500円俸体1，456円,税“円）

虜鷺藁あ
霊“
＝少

炭 焼革命
－まちづくりと地球環境

浄イヒのために

発行：牧野出版

（垂03-3261-0768）

B6判',195頁

定価1．500円俸体1．456円）

林業技術No.6061992.9

た,大正に誕生された方も65歳以

上に達し，一般公務員は第一線を

後進に譲り後輩の指導に当たって

おられる方が多い。

体験は実に貴重なものであって，

単純に経済的に評価できるもので

はない。

1992年のわが国の年齢別人口

割合を見ると,高齢者は約1500万

人で全人口の12.9％を占めてい

る。

世界は新秩序への模索を始め，

大きく変わろうとしている。わが

国も国内外を問わず新しい時代に

石油により生活燃料の座を追わ

れた木炭も，近年いろいろな分野

から見直されてきている。特に木

炭の持つ多孔性や吸着性の特性を

生かした，土壌改良材，水質浄化

材，除臭・除湿材などの新用途が

開発され，需要も伸びてきている。

農薬や化学肥料の弊害や河川汚

染などの身近な生活環境への関心

の高まりに対応して，木炭や木酢

液の，農業での活用や水質浄化へ

の試用が各地で行われ，マスコミ

でも大きく取り上げられている。

しかし，新用途での木炭の効用は，

十分に実証されたものばかりでな

く，今後とも研究調査を重ねてい

く必要がある。

ここで紹介する図書は，以上の

ような木炭・木酢液の新用途の現

状と可能性についてまとめられた

ものである｡『環境を守る炭と木酢

液』は，木炭の新利用や炭焼きを

多方面から考えるグループである

向けて変遷しようとしている。こ

の一挙一動を，近隣諸国をはじめ

各国が注目している。林業におい

ても同様であろう。技術ひとつを

挙げても更新・保育および収盤な

ど社会的，経済的変遷に応じて対

策が求められている。

歴史は繰り返すといわれる。し

かし，繰り返してはならないもの

もある。そのためには，長年にわ

たりいろいろなことを体験された

高齢者に直接，間接にご指導を受

け，学ぶことが大切かと考える。

人生5()年時代は｢老いては子に

従え」もよいが，職場などの第一

線を退いてから生活充足感が高く，

生きがいを持っている人が多い昨

今である。青森県木造町の老人ク

ラブは,「福祉の受け手,支えられ

"炭やきの会"の多くのメンバーに

よってまとめられたもので，記述

も一般向きに簡明で，具体例が多

いのが特徴である。

まず，炭が地球環境を守るのに

役立つ理由を整理し，次いで炭の

性質や炭焼きの歴史と技術につい

て平易に解説し，さらに，身近な

環境改善に利用する炭を簡易に生

産する炭焼き法を，具体的に紹介

している。また，炭の在来利用法

と今日的な利用法についても詳細

に述べられ，木酢液の性質や活用

法も，農業や園芸，蓄産などでの

利用を中心に記述されている。

次の図書『炭焼革命』も“まち

づくりと地球環境浄化のために”

という副題があるように，木炭の

新用途を地域開発や環境浄化と関

連させてまとめたもので，先の図

書よりも専門的な記述が多く，編

著者は，いずれも多年にわたって

木炭とかかわってきた専門家たち



一J…

る老人」から「地域福祉の担い

手，支え役になる老人」へと変

革しようとしている｡｢六十にし

て耳順う』，孔子は60歳になっ

て，経験も多くなった私の耳は，

何を聞いても不思議とは感じな

い，抵抗感も驚きもなくなった，

世の中のことがわかってきた，

と言ったが，確かに経験をして

からその歳になって初めて相手

の話が理解できる。しかし，そ

れでは遅すぎる。うかつに，早

や飲み込みでは後になって消化

不良を起こしかねない。

できるだけ多くの高齢者と会

い，話を聞き，技術を学ぷこと

力営，次代を担う若者の務めでは

ないだろうか。

（東京農業大学農学部教授）

可

である。

かつての山村経済を支えた炭焼

きの歴史を林業問題や環境問題と

絡めて紹介し，まだ木炭が生活燃

料としての役割を持つ開発途上国

での，木炭事情と森林資源保全と

の関係について，多くの国々の事

例を挙げている。さらに，木炭先

進国である日本での利用法につい

ても詳細な事例を挙げて説明して

いる。また，炭焼きや木炭利用の

今日的課題として，過疎地での木

炭と町おこしの事例や，微生物増

殖の資材や炭素新素材としての可

能性等についても多くの記述があ

る。

以上の2図書は，見直されつつ

ある木炭の，これからの利用可能

性に関心を持つ方々に広く役立つ

ものとなろう。

（日本林業技術協会

技術指導役･蜂屋欣二）
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Iirご壹言刀

森林・林業教育の充実

最近は昔に比べて人々のモラ

ルが低下している。海，山の行

楽地はゴミでいっぱいだし，キ

ャンプなどで子供がゴミを捨て

るなどのルール違反を犯しても

親はたしなめることもない。小

学生の遠足などの電車に乗り合

わせると，ほかの乗客のことな

どお構いなしではしゃぎ回り，

引率の先生も強く注意すること

もないようである。このような

ことはしょっちゅう見たり聞い

たりする。また，昔にはなかっ

た登樹巨否やいじめなどもある。

先生に問題があるのか，家庭に

問題があるのか，あるいは社会

に原因があるのかわからないが，

小中学校での道徳教育がしっか

りしていないのではないかと思

う。思いやり，他人に迷惑をか

けない，というようなことは最

重点で教育してもらいたいもの

だ。

また，現在注目を集めている

環境問題についても，、日本人は

ほかの先進国に比べて認識が低

いように思えるが，これも学校

での取り組みに差があるのでは

ないかと思ってしまう。地球規

模での環境問題などは関係者だ

けで解決できる問題ではなく，

全国民が等しく認識して初めて

対応できる性質のものであるか

ら，子供のときから教育すべき

であろう。

教育については素人だが，子

供のときに興味を持たせて教え

ることはきわめて効果のあるこ

とと思う。小学校の教科書で林

業の記述が復活したのであるか

ら，今注目の環境問題とリンク

した授業をしてもらうなど，

我々関係者は，その内容がより

効果的なものとなるよう努力す

べきである。林業の記述の復活

に際し，小学校の先生から林業

改良指導員に森林・林業につい

て指導の依頼があったという話

もあるので，積極的に働きかけ

を行うチャンスでもある。

労働時間短縮の風潮が高まる

中で，教育界も例外ではないら

しく，幼稚園，小学校，中学校，

高等学校などで今年9月1日か

ら毎月の第2土曜日が休業日と

なった。文部省では，これを生

涯学習社会の実現の第一歩とし

てとらえ，関係機関・団体と協

力しながら，子供の学校外活動

の充実のための種々の施策を推

進していくこととしているので，

ここでも森林・林業の普及啓発

の事業の場として活用するとと

もに，今後も生徒が興味を持つ

ような充実した内容の授業を望

みたい。(H)

（この柵は編梁委員が担当しています）

林業技術No.60619929
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平成4年度「空中写真セミナー」開催のご案内

例年どおり本年度「空中写真セミナー」を下記により実施いたします。お早めにお申し込みください。
記

1.目的：近年，空中写真は，土地利用計画や都市緑化計画，環境アセスメント等の基礎資料として，
また，各種の森林調査や森林計画の作成に広く活用されるようになり，その有効な利用技術の指

導・普及に対する要請が急速に高まっております。

このセミナーは，これら多方面からの要請にこたえるために，空中写真を現在利用されている

方々や，今後新たに利用しようとされる方々を対象に，空中写真を効果的に利用するうえで必要

な実技指導や現地演習等，実務中心の研修を行い，空中写真の高度利用による諸施策の効率的な
実施と経済社会の発展に寄与することを目的として，日本林業技術協会が実施するものです。

2期間：平成4年10月26日侭)～30日㈱5日間

3.会場：日本林業技術協会（〒102東京都千代田区六番町7）

4研修人員：25名

5参加費:30,000円（研修費，教材費，現地演習費等）
※セミナー参加のための交通費，宿泊料は各自負担願います。

6.申込み方法：平成4年

業技術協

10月1日までに所定の申込書 (本会にあります）にご記入のうえ，日本林

会研修室あて送付してください。なお，定員になりしだい締切となります

のでご了承ください。

※本セミナーについての詳細は，本会研修室までお問い合わせください（直通盆03-3261-6638,担当：今井)。

主催/日本林業技術協会後援/林野庁・日本製紙連合会

協会のう 園
◎日林協第2回理事会
本年度第2回理事会は，8月28
日，当協会会議室において開催さ
れ，理事17名出席のもとに次の
事項を審議し，決定した。①当協
会会務運営について報告。②当協
会常務理事に照井靖男氏（前・前
橋営林局長）を選出。

◎週休2日制の移行決定
公務員関係の完全週休2日制の
実施が，県段階までほぼ定着した
ことから，当協会においても9月
1日から移行することとなった。
なお，これに伴い平日の勤務時
間の変更（延長）が行われた。

◎支部連合大会
東北・奥羽支部連合大会が8月
24～25日，盛岡市において開催さ
れ，本部から小泉専務が出席した。

◎海外出張
東欧諸国農業関連産業技術等技

術推進事業のため,8月15日～9
月5日，チェコ・スロパキアおよ

びドイツ国に小林顧問を派遣した。

熱帯林管理情報システムのため，
8月17～22日,インドネシア国に

渡辺熱帯林管理情報センター所長

林業技術No.6061992.9

を派遣した。
大規模森林回復技術基礎調査の
ため，7月20日～8月5日，イン
ドネシア国に小路口国際事業部次
長，久道課長を派遣した。
インドネシア国チリタック水源
林造成計画調査のためジャカルタ
に，8月24日～9月12日峰屋技
術指導役，8月24日～11月1日
宮部技師，8月24日～11月21日
伏見理事，梶垣課長代理を派遣し
た。

◎女子職員研修
当協会本部勤務の女子職員を対
象に，東京営林局由比治山センタ
ーにおいて現地研修を8月27日
に実施した（参加9名)。

◎技術開発部関係業務

査鍜饅員蕊蕊雲驚解
開催した。
8月7日，森林活力調査第1回
委員会を当協会において開催した。

◎人事異動
（7月31日付け）
退職斉藤恵子（編集部）
（8月1日付け）
命航測部長宍倉和夫
〃総務部勤務細谷智子
〃編集・事業部勤務片山尚子
〃調査企画部勤務福田博子

(8月16日付け）
命調査企画部長佐々木行夫
採用調査第一部長

小杉山文右ェ門

｢.~.§月籠丁孟.画碑あ震[調査W碗！
'部関係業務→熱帯林管理情報センタ’
'一関係業務]，同右の段[熱帯林管理情｜
|報センター関係業務→技術開発部関｜
I係業務］

平成4年9月10日発行
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林業機械化と
新たな路網整備

木材市場論
－戦後日本における

木材問題の展開一 高性能林業機械作業システム

に適した路網整備のあり方戦後日本資本主義と国際化の進展とともに、構
造変化を遂げてきた木材市場についての、30年
余にわたる実証的な調森研究の成果.ノ

安藤嘉友著3,000円(〒310）

高性能林業機械作業システムのタイプ°別に路網
整備の方向を解説／<林野庁監修＞
林内路網研究会編3,800円(〒310)

日本林業調査
〒162東京都新宿区市谷本､村町3－26ホワイトビル内

P

電話(03)3269-3911振替(東京)6-98120番FAX(03)3268-5261
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●森林・林業の発展に，また木材利用促進に寄与で
きれば…の思いを，映像に託してお届けします。
●研修用にノ子供たちの課外授業にノー般の方々ヘ

の普及キャンペーンなどに，ぜひご活用ください。

★記録映画日本の銘木シリーズ(30分） この緑を灰にするな(20分)￥145,000
-山火事を防ぐ－

日本の地すべり(30分)……￥160,000 ￥40,00016mmVHS｡βとも

青森のヒバ ￥150,000￥40,000；ﾁｴﾝｿーとﾘﾓｺﾝ化への歩み(20分)￥100,000￥35,000

¥150,000¥40,000i★木材に関係する…

¥150,000￥40,000;木材(30分)…………¥150,000￥40,000

¥150,000￥40,000；木への期待(22分)…………¥120,000￥40,000

久杉屋

魚梁瀬杉をたずねて

木曽の ヒノキ

秋 田 スギ ￥150,000￥40,000：★伸びゆく国有林

こつ－’ よみがえる大地(30分)……￥150,000￥40,000
-パイロットフォレストー

★研修・課外授業などに 〔英語版〕￥180,000￥48,000

もり

森林は生きている(50分)…¥260,000¥85,000i一億人の森(50分）
1.森のおいたち2.森の生物たち

￥200,000

’
一
一
一

森林をたずねて(20分)……￥100,000￥35,000：伸びゆく国有林(50分)……￥200,000

森林を育てる(20分)．．……･￥100,000￥35,000；国有林(25分） ￥120,000

水の』 るさと(20分)…．．….¥100,000¥35,000;森林(50分)
§－北海道の国有林一

￥200,000

奥鬼怒の自然(30分)･･……･¥150,000¥40,000

ある担当区さんの記録(50分)￥200,000-

●その他，映画製作・ビデオ製作も行なっております。

●お問い合わせは……

日本林業技術協会事業部まで。

L『謹篝野需社団詳啓嵯技諏協毒曜『鱸遙,玉1
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ロタマヤの測定機器気象システム/測胤経紳儀､データロガーKADECシリーズタミム測定システ

ム/ノーマルブﾗﾑﾗｲﾝ装祇､外部illl慨機材測水/輔密音響測深機､デジタル流速計測鐘/光

波測距儀用気象観測セット､小型lul光器､回雌器､水準測趾用電卓､水準測量用ﾌﾟﾘﾝﾀ､測賦用

六分機､マイクロメータ､三杯分度儀デジタル而械測定器/PLANIXシリーズ､エリアラインメータ
航海計器/航海用六分儀､デジタル航法計算機

図図 タマヤ計測ニノコデム樵式会社
〒104束京都中央匡銀犀4-4-4アートビルTELO3-3561-87IIFAX,0335618719
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森林の100不思議
鑑蕊蕊毎謬蕊"弾啄~‐。~1|認 蕊蕊蕊蕊 塞鐵諺蕊

●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

銅氷の働きはどんな仕組みによるものなのか，1本1本の
木や草は，そこでどんな役割を果たしているのか｡いま,いろ
いろな角度から科学の光が当てらね意外な事実の潜んでい
ることがわかってきた。

続｡森林の100不思議
〆。’,､駐J

『．韓違、：…。溌・､｡.……．~．．、‐

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，

大学91名による執筆

林
業
技
術

銅氷を構成するさまざまな樹草や生き物たちの果たす役割，
また，森林が生み出す鰡勿の不思羅を,『森林の100不忠識』
に続き，高度な内容を平易な記述によって，しかも，より多
彩な内容について解説。

土の100不思議
L’

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技術研究所，
農業研究センターほか85名による執筆 第

六
ｅ
芙
号

"l.lﾙなる大地禿というように,私たちの幕らしのほとんどは
上に依存している。土とは何か，士の不思議な伽きと土をめ
ぐるさまざまな事象を知ることは，地球環境を考えるうえで
も亜要である。

森の虫の10口不思議 定
価
四
四
三
円
（
本
体
四
三
○
円
）
送
料
六
一
円

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所,都道府県林業研究機関,農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

四ﾉ<熱
臥1ページ
定価,208円
(淑騨､狼5柳

虫の存在や行動は，自然界でどんな意味を持っているのか，
人間とどのようにかかわっているのか｡100不忠識シリーズの
鰯3弾として，銅氷という舞台の名脇役・名裏方たちの知ら
れざる生態に迫る。
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